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終了時評価調査結果要約表

1. の概要

国 パ 国 サン における 動による 機と

の 策プロジェクト全

国 協 機構 JICA 地 協 地 国 技術協 プログ

ム SATREPS
協 間 2013 4 2018 3 5

間

協 約 3.6 5 間

日本 協 機関 研究

センター

方実施機関 パ 国 サン センター Palau 
International Coral Reef Center: PICRC パ ・コ ュ

ニ ・カレッジ Palau Community Collage: PCC
1-1 協 の背景と概要

サン の1 に かか 93,000 上の生物 生 し おり 生物多様性

で る パ 的に サン の多様性 に位置し おり

同国のサン 生 全の 要性 国 的に され る パ 政 用した

的 の とし 位置づけ おり サン 生 の 全 要な とな

る しかし で 地 ・ 用の 動の によるサン 生 の

され る パ の持続的 の実現に サン 生 の 持 に係る 合

策 ・実 する 要 る

方 中 とした研究によ に ローカル・スケールの

負 に 地 の ・ 性 サン の生物多様性 び生 サービスの

し および ・ に多 な 与 る と 実 し た また 本プロ

ジェクトのカ ンターパート C/P 機関で るパ 国 サン センター PICRC と

生 研修 の受入れ 国 サン イニ ア における な た活 な 進

れ た

した背景か パ 政 国に し とPICRC 実施機関とする 研究の協

働 進 び人材 成 サン 生 の 持 に向けた 合政策 プ ン 提言する

と 目的とし 本プロジェクト 地 国 技術協 SATREPS とし

要 し された 2013 2 に 結された R/D に基づ 本技術協 プロジェ

クト 2013 4 か され 2018 3 までの5 間の予定で実施され る

合 されたR/D ま 当 プロジェクトの協 間の中間 の2015 10 に 日本 とパ

の ン ーにより構成される合同調査団により中間レビュー調査 実施された 2017 9 で残

りの協 間 約6 とな た とか 終了時評価 実施される ととな た

1-2 協

1) 上位目標

本プロジェクトの成果 パ におけるサン 生 の 持 に係る政策の ・実施

に活用される 0F

1

2) プロジェクト目標

パ におけるサン 生 に の研究 および持続的な 持 され

る 1F

2

3) 成果

(1) サン 生 ・ に関する 続的な ニタリングに 要な 的 ータ ス

ム 整 される 2F

3

(2) 的・ 的な および評価 動 におけるサン 生

の持続的な 持 に する知見・ される

(3) サン 生 の 全および生物多様性と生 サービスに する の る

1 上位目標にかかる 標で にされ るとおり パ 政 による 政策の ・実施に活用される 想定され る
2 パ の研究実施機関で る PICRC および PCC の研究 および持続的な 持 の プロジェクト目標で り

終了時評価 p11 の プロジェクトのアプローチの適切性 で され る
3 れ

の成果 パ の研究実施機関で る PICRC および PCC にお 達成される 成果 で る
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(4) サン 生 の 全に 要な専門的技術・知見 有され 人材 成される

(5) サン 生 の 全に する政策提言 れる

4) 投入 終了時評価調査時

日本 専門家派遣 れまで 18 の専門家・研究者 ベースで派遣され おり

ベースで 1 の 調整専門家 PICRC に 置されたプロジェクト

ス ースで

供与機材 調査用 ート 定関連機 DNA 機 性 ・ 実

び ス ム

本邦 へ 研修 PICRC 研究 2 に 修 および の本邦

へ

現地活動費 2017 9 までで 581,996 ル 約 費

パ 人材配置 PICRC よりプロジェクト・ ジ ー 15 の研究者・スタッフ

さ に PCC の 4 の研究者・

プロジェクト活動費 PICRC の貢献 調査 用 費 の 費負 の他 プロ

ジェクト活動に する プロジェクト 用する トリー

・ な in-kind による貢献

2. 終了時評価調査団の概要

調査団構成 Steven Victor

Kimie Ngirchechol

Foober Skebong

評価

評価

評価

The Nature Conservancy Micronesia イレク

ター

スーパー イ ー EQPB 全

国家 PAN フ ス調整

本

協

評価

SATREPS ・評価

SATREPS ・評価

JICA 地 グループ

第 チーム

JICA 地 ・ グループ

第 チーム 専門

合同 適材適 コンサルタント

JST 研究

JST 査

調査 間 2017 9 10 日 2017 9 30 日 調査 終了時評価調査

3. 実績の

3-1 成果の達成

プロジェクトの各成果レベルでの達成 に 2016 9 28 日の M/M により合

された 新 PDM の定 る 標に基づ する 成果レベルで 定された 13 標の 現時

で 6 標 に 達成 4 標 的に達成 3 標に にプロジェクト 5 目

の活動とし 現 実施中で りプロジェクト終了時までに 達成見込み とな る
成果 標 現時 でのアセス ント

成果1 a. 1.5年までに、 海 の 報データ ース

HP にて ・ 、関 関の政策

る（ター ットサイト：3カ ）。

分 に 成（15 でのサンゴ礁モニタリング

に るデータ ース 作成・ ている 、

ま ていない。）

b. 2年までに、生 リストのための基 データ

管理シス ム ・ る。

的に達成 生物 リストに係る ータ

ベース 成・ 新され る ま

され な

c. 1.5 までに ストレス実 置

PICRC に 置される

達成 当 PICRC に 置された

d. 2.5 までに サン 生物 ニタリング・

プロトコル 国 で配 ・活用される

達成 サン ニタリングにかかるプロトコ

ル び ニュアル 成され パ と

有された

e. 5 までに ータベース ・

される

達成見込み ータベースに係る活動

5 目に実施中

成果 2 a. 4 までに 研究成果 日本国 ・国

国 で成果 される なくと 各活

動 1 上

的に達成 多くの研究成果 国 の

で各研究グループにより 表された

・ の 合に 現 進

中
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成果 3 a. 1 目に プロジェクト活動に関する

との 実施される

成（PICRC水 でパネル た。）

b. 2.5 までに 目的としたレク

チ ー・ リーズ び ーク ップ 1
上 される

達成 国 で 州 PAN JCC の機

用した P-CoRIE セ ー 国 で

イ ICRS 2016 での セッ ン

成果4 a. 3年までに、PICRCスタッフにより、分 生 学

・生理学 プロトコル 作成・

る。

的に達成 の

法 まと たプロトコル・

成され PICRC に 用され る

b. プロジェクト 間 に PICRC スタッフ 成の

査 国 術 に 1 上受 さ

れる

達成 2 の 受 された

成果 5 a. プロジェクト 間 に サン 生 の

地 的 ストレス基 成される

達成見込み 現 各研究グループ 成中の 技

術リ ート で 予定

b. 4 までに 動 した地

的負 に の 策の提 成され

る

達成 各研究グループによる 策の提

かの機 で 成され る

c. プロジェクト 間 に 生

に基づく持続 なパ のた の 合的な

政策 プ ン パ 政 の 動適 策

の とし 成される

達成見込み 技術リ ート と 政策

定者向けサ リー にお 政策 プ ン

される予定

標のなかで 的に達成 および 達成見込み に るの 成果 1 の ータベース構 と

成果 2 の ・ の 合 成果 5 の政策提言に関する 標で り れ れ

残りの協 間中での達成 見込 と で る

3-2 プロジェクト目標の達成に向けた進捗

プロジェクト目標レベルで 定された 3 標の 現時 で 1 標 に 達成 2 標に

にプロジェクト 5 目の活動とし 現 実施中で りプロジェクト終了時までに 達成見込

み で る
標 現時 でのアセス ント

a. パ により ニタリング 続的に実施さ

れる

的に達成 現 に実施され る PICRC のサン

ニタリングへの

b. プロジェクトで された ータベース

関係機関の に 続的に され さ

れる

達成見込み された ータベース パ

に され される予定

c. 生 に基づく持続 なパ

のた の 合的な政策 プ ン パ

政 の 動適 策とし 提 される

達成見込み 提 に向けた のプロセスとし

PICRC とパ ン ーとの間で の ・

政策 2017 7 7 日に された

標(c) に関連し PICRC プロジェクトの成果 けでなく PICRC 17 間の研究成果

に基づく政策提言の 成・提 おり 2017 7 7 日に した ン ーとの ・

政策 のプロセスの第 と位置づけ る した れの中で プロジェクト 現

各研究グループで 技術レ ート の 成 進 おり か 政策提言に係る りまと

政策 定者向けサ リー 成する で る 2017 12 7 日に予定のプロジェクト

終 ン ジ ム で プロジェクト 5 間の活動に基づく持続 な政策 プ ン・提言 提 し

関係者と する予定で る

3-3 上位目標に向けた進捗

上位目標レベルで 定された 標 現 の活動 か 達成 と見込 と で る
標 現時 でのアセス ント

a. プロジェクト 提 した政策 パ 政 の

動適 策の とし される

達成 PICRC とパ ン ーとの間で

の ・政策 された

PICRC 政策 の提 実 のインパクト 現のた に 要と おり 2019 －2020
目 に政策 定者に向け 実 の る提 成・提 し される と 目 すとし る

4. 評価 5 項目の概要

4-1 妥当性

プロジェクトの妥当性

・ パ のサン 生 の 全にかかる関連法 ・政策 体的に 2003 の法 第 6-39
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る PAN 法 および 2008 の法 第 7-42 に の の なく プロジェクトの

妥当性 続 また 2015 の Palau Climate Change Policy 2015 で 生 ・

に する 性 の に関する研究 2016 の Palau Responsible Tourism Policy 
Framework 2017-2021 に 持続 な リング・ パ の 定 まれ おり プ

ロジェクトの活動 れ 政策 る活動と 整合し る      
・ 実施機関で る PICRC の CEO および との終了時評価調査中の にお プロジェク

ト 続 PICRC のニーズ・ と整合し る と で た また PICRC 5 と

に策定する PICRC 5 略 2013-2017 の中に 本プロジェクト 位置づけ れ る

・ パ の に向けたプロジェクトのアプローチ 適切で る PICRC 2000 に日本の

協 により され の 技術協 プロジェクト PICRC プロジェクト (2002
2006 ) サン ニタリング 向上プロジェクト 2009 2012 の成果 ま

・実施され おり 援の 性 され る PDM のプロジェクト目標と上位目標の間

の関係 で る かの PDM 標に な とな おり また 定された

標の中に のタイム イン 実 の活動実施 し な の た

・ パ 国 援助方 2012 全および 動 項の とし おり

の にサン の 全に向けた 援 位置づけ れ る プロジェクト 日本のパ

に する 協 政策と 続 整合し る

4-2 有効性

プロジェクトの有効性 的

・ プロジェクト 現時 で PDM 標の多く 達成し おり 活動 実施し く と

で全 の PDM 標 達成し れによりプロジェクト目標 達成する と 見込まれる

・ 成果レベルの PDM 標の達成に向け ・促進される 活動 ータ

ベース 標 1-a 1-b 1-e と の 合 標 2-a 政策 プ ン・提言の

標 5-a 5-c で る 2018 3 までの 6 間に れ の活動 了するよ

プロジェクト 残り 間の に する 要 る

・ プロジェクト目標レベルの PDM 標の達成に向け に 的な政策プロ ー ルの

提 標 c に PICRC 2017 10 2 日に し の とスケジ

ュール し さ に 10 の 3 か に 1 の で 協 する予定とし る プ

ロジェクト 協 間中に政策提言 成・提 し PICRC れ ま 3 間で

終的な政策提言 提 ・ される と 想定し る 次 10 の で 政策提言にか

かる 次 PICRC 5 略 2018-2022 ・ される予定で る

・ 中間レビューで れた タスクフォースの 置 各成果の 合 な 6 の提言に し

現 関連する活動 実施中で る タスクフォースの活動に の PI の か

的な 合 スカイプ・チ ット な し 進 れ る

4-3 効率性
プロジェクトの までの は い。

3.3.1 プロジェクトの活動 全体的に スケジュール りに進 で る とか プ

ロジェクトの効率性 的 と される 方 成果 1 4 の活動の 合で る成果 5 の

政策提言にかかる活動に か の れ 見 れる

3.3.2 概し 日本 専門家の派遣 の 置 本邦研修な の日本 か のプロジェクト

への投入 適切で効率的で た に機材 置に けでなく 置のタイ

ング りに進 れた 効果的で たと PICRC か 言 た投入とし 2 人

の PICRC の日本での 研修 PICRC に導入された 定・実 機材で る

3.3.3 効率性に寄与したタイムリーな活動とし 中間レビューの提言に なる研究グ

ループの成果 合のた のタスクフォース 置され また成果 5 の活動 するた のロ

ーカルコンサルタントとの 約 プロジェクトにより結 れた のタッチパ ル

PICRC スタッフの 援と 協 の協 タイムリーに導入された さ に

2017 6 に PICRC により政策提言プロセス 当する政策 成スタッフ 新たに雇用され

れ プロジェクトの 終 に向け PICRC か の時 た投入とな た      

4-4 インパクト
プロジェクトのインパクト 的
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v

・ 上位目標の達成に向け パ ン ーとの ・政策 2017 7 に

し PICRC 政策提言の提 ・ に向けたプロセス した PICRC の CEO 研究成果

政策 定に さ く と 要で ると 調し おり 現 の PICRC 5 略

2013-2017 にお パ ン ーに する政策 リーフ ング ー イルスト

ーン の とし れ る PICRC した政策提言の 成・提 ・

2019-2020 目 に 3 間 かけ 実施し くの 現実的で ると る のよ

に上位目標に プロジェクト 研究成果に基づく政策提言 成し PICRC れ 受

け 続 的に り み 進 く とで達成される 性 る        
・ プロジェクトによるインパクトの アイ イ州 コロール州の PAN コー ータ

びレンジ ーの で る アイ イ州のサン ニタリング現地研修 2016/2/8-17
で 約 10 し 生 ニタリング 策定された アイ イ州のレンジ ー

研修および同 有用で ると る

・ プロジェクトにより同国 の 生物 トリー PCC に 置され 同 の 生 プ

ロジェクト活動の中で DNA に する機 るとと に PCC か 同 での 目

す 生 された

・ プロジェクト PCS パ 全協 Reef-World Foundation イ リスの NGO の

で に さし イビング・ス ーケリングの国 基 に関する Green Fins Workshop
され 2017/3/1 3 Palau Visitors Authority PAN コロール州 か 45 の

た 続 コロール州で Green Fins Assessors Training され 2017/8/28-9/2
パ の 2 の イビング 者 Green Fins 評価 に基づ される予定で る

・ 方 の写真 ータの多 の ース り合 るプロセス 動 された 法

の導入により PICRC 現 実施し る ニタリングの コスト ・ 時間 に貢献する

と される プロジェクト 導入した新技術に のインパクト された

・ プロジェクト活動の中で 2016 にス ンチ ク の 見され 1
定され 術 Epizoanthus beriber け れた また Nikko の研究により 同 生物

多様性と 有の 持され る と され 国 の における Nikko の価 と

パ に する の向上に貢献した       

4-5 持続性

プロジェクトの持続性 的

政策・

・ ン ー 州知 との な関係に されるよ に パ 政 の間での

PICRC に する 間の間に ま ると言 る さ に PICRC の ・ に

予 および人材の か の 間で向上し る

・ プロジェクトの活動 パ の関連法 ・政策に合 し おり 現時 で サン

生 に関連する政策の な 予見されな

体 ・人材 的

・ プロジェクトにより PICRC の 進 現 の で で る 4
の研究者 PICRC に 8 の研究者 おり 研究者の 研究活動 くのに

と れる

・ PICRC と SATREPS にかかる現 の MoU に さ にプロジェ

クト 同研究 続し けるよ 新する と し る PICRC と

国 サン 研究 ニタリングセンター との間で 2017 に結 れた MoU によ

かの研究と 進 で く のと見込まれる

政 的

・ 予 に の時の国全体の 政 の な の 的要因の 受け

すく 持続性 見 すの し PICRC パ 政 か 40 ルの予 り当 受け

おり 政 か の持続性 プロジェクトの かの活動に 持され

く と される

・ プロジェクト実施 間中 PICRC 調査 用 費な 負 し た PICRC
の 政 の予 り当 グ ント びフ ン ・レイジング 寄 フト・ ッ

プの り上 トリー・ 定機 のレンタル のレンタル PAN 基 の

ント の入 で る PICRC トリー・ 定機 のレンタル 入
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した とし る

技術 的

・ 技術的な か 方 と の ニタリング 続される 性

PICRC にパ 全 の なサン に ニタリング 続け おり プロジェク

ト PICRC と のサイトおよび 法 ニタリング 続のた に 合される か 協 する

予定で る

・ ータベースの 持 た生物多様性にかかる研究活動と 動の研究 れ れ

で 研修 受けた 2 の PICRC 研究者に れる予定で る と政策提

言に 2 の PICRC スタッフ 用 され 関連活動 続し くのに

要な技術的 有し る

・ 技術的な か 表 の た の PCC に 置された DNA トリーで

る の 持 に イン ー ーとし 用し く見 し るのか

PCC と PICRC の間で協 される 要 る

4-6 プロジェクトの効果 現 促進・阻害した な要因

・ 促進要因 PICRC によ 言 の た促進要因とし プロジェクトの実施プロセスに関

る のとし 日本 のグループ 表研究者 けでなく ス クの 研究者 活 に活

動 促進した とで る

・ 阻害要因 日本 パ の 方 プロジェクトの阻害要因とし たの プロジェクト

の実施プロセスに関 る のとし の 当スタッフの の 5 間の PICRC
の な 動 での 他の機関への な で る

5. 評価結果

5-1 結

かの活動の れ る 中間レビュー 全体的にプロジェクト に実施され おり

残りの協 間中に ータベース パ に されるとと に研究者向けに され サン

生 の 全にかかる政策提言 パ 政 に提 される とで プロジェクト目標の協 間中

の達成 見込 る プロジェクトにより パ におけるサン の持続的 にかかる

されるとと に プロジェクト PICRC の る の国 における 知 の向上に

貢献した また PICRC PCC の間の な関係と する JICA 技術協 プロジェ

クトの成果 本プロジェクトの成果・目標の達成に貢献し る

評価 5 項目に プロジェクト パ のサン 生 の 全にかかる関連法 およ

び 動政策 と整合し おり の妥当性 続 プロジェクト 残りの 間でプロ

ジェクト目標の達成 見込 る に り の有効性 的 プロジェクトの進捗に

政策提言の 成にかかる活動に れ 見 れる 全体的に スケジュール

りに進 でおり プロジェクトの効率性とし 的 パ ン ーとの ・政策

2017 7 に され 上位目標の達成に向けた 体的な活動 PICRC により進 れ

る とか インパクトに 的 持続性の見 しに 政策・体 ・人

材 政 技術 の各 か プロジェクトの効果・ 益 持され く 性 的

と で る

5-2 提言

プロジェクト終了 に する と るパ に する提言

1) PICRC と PCC のリー ー ップ プロジェクト活動の実施にお 要な 果たし

た とか プロジェクト活動の 続および上位目標の達成に向け したリー ー

ップ 持し く と

2) プロジェクト し PICRC サン 生 と の持続的 にかかる 進的

な知 ・ し 進 とか さ に アジア・ 地 のサン

生 の持続的 の促進に けた Center of Excellence となるよ する

3) の人 とのコ ュニケー ンの 要性 し PICRC におけ

るコ ュニケー ン専門家な の人材 び のた の の する

5-3
1) プロジェクト 実施し く中で 実 の活動と当 の PDM との間に 生 く

る と る れ するた プロジェクトチーム 定 的に 合 持 活動の進
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捗 ニタリングし さ に実 の進捗 に 適 PDM 新し く と 要で

る に プロジェクトの進 に し PDM 標 に に 定され な

かとな た 合 れ PDM 標 達成 的 に れるよ 定される で る

2) プロジェクトにお 各成果間の 合 な 合 成果間 する ン ーか 構

成されるタスクフォースの 置・活動 効果的に各成果 プロジェクト目標 達成し

く上で有効で る

3) の JICA 技術協 プロジェクトの成果 本プロジェクトの成 に く貢献し

る よ プロジェクトの で プロジェクトの成果 り入れ 適切に活用

し く と 要で る

4) プロジェクトへの投入 効果的となるよ 日本 か の投入と 国 か の投入

適切な ンスとなるよ なプロジェクト 要で る 日本 か 派遣される

専門家の と の技術 の で受益者で る 国 か のカ ンターパートの との

間の ンス
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: Republic of Palau  : Sustainable Management of Coral Reef and 

Island Ecosystems: Responding to the Threat of Climate 
Change 

 : Natural Environment  
  : Natural Environment Team 1, 

Global Environment Department, JICA   : SATREPS (Science and Technology 
Research Partnership for Sustainable Development)    : April 2013 March 2018 (5 years)  

   : University of the 
Ryukyus, Japan Wildlife Research Center, Tokyo 
Institute of Technology 

 :  3.6 billion JPY (5 years) 
 : Palau International Coral Reef Center 

(PICRC), Palau Community College (PCC)  
     
The area of coral reef, occupying less than 1% of the total marine area, is inhabited by more than 93,000 species of 

organisms. Republic of Palau is located in the west Pacific, adjacent to the “Coral Triangle”, which boasts of the largest 
number of varieties in reef-building coral on earth. Regarding tourism on natural environment as a main driver of 
economic development, the government of Palau considers the conservation of biodiversity of coral reef an important 
issue. In recent years, there are concerns about the degradation of coral reef and the loss of marine biodiversity because of 
increasing land development, tourism use, and influence of climate change. In order to realize sustainable socio-economic 
development, formulating and implementing comprehensive measures for conservation of coral reef ecosystem is required.

Studies by University of the Ryukyus has demonstrated that, in addition to the environmental stresses on a local scale 
caused by human activities, the climate change on a global scale also deteriorates the biodiversity of coral reef and 
ecosystem services, and this could affect the culture and socio-economy of the island. 

Under the circumstances, the government of Palau submitted a request of the Japanese Technical Cooperation Project 
for Sustainable Management of Coral Reef and Island Ecosystems: Responding to the Threat of Climate Change 
(hereinafter referred to as “the Project”) under SATREPS program to the Japanese Government, expecting suggestions and 
a proposal to contribute to an integrated policy towards the conservation/maintenance of ecosystem of coral reef through 
scientific research and human resources development.  

The 5-year project begun with the signing of the Record of Discussion (R/D) on 14 February 2013. In compliance with 
the provision of the R/D, the Project is required to undergo the Terminal Evaluation six months before the expiry of the 
project cooperation, March 2018. The evaluation is to be conducted by Japan International Cooperation Agency (JICA), 
together with Japan Science and Technology Agency (JST), and Palauan authorities concerned. The Mid-Term Review of 
the Project was also conducted in October 2015.     

   
1) Overall Goal 

To have the results of this project utilized for policy formulation and management of the coral reef and island 
ecosystems in Palau1. 
2) Project Purpose 

Capacity of sustainable management of coral reef and island ecosystems in Palau is enhanced2. 
3) Output 
1. Scientific data systems needed for self-sustained monitoring of the environment and coral reef and island ecosystems 

are acquired and organized3.    
2. Natural science and social science data are analyzed and evaluated to extract knowledge and ideas that can contribute 

to the sustainable management of coral reef and island ecosystems under the influence of climate change. 
3. A wider understanding in the general public for biodiversity, ecosystem services and the conservation of coral reef and 

island ecosystems is created. 
4. Human resource development is achieved through the sharing of expertise and scientific knowledge necessary for the 

conservation of coral reef and island ecosystems. 
5. Documentation of policy options/proposals that support/contribute to the conservation of coral reef and island 

ecosystems is finalized. 
4) Inputs (at the time of Terminal Evaluation)  
(Japanese Side) 

Expert: 18 researchers on short-term basis, and 1 project coordinators on long-term basis at PICRC. 
Provision of Equipment: a boat with twin engines, water quality measurement/analytical equipment, DNA analysis 

                                                           
1 For more clarification, this Overall Goal is to read “To have the results of this project utilized by the Palau Government 

for policy formulation and management of the coral reef and island ecosystems in Palau.”   
2 For more clarification, this Project Purpose is to read “Capacity of the implementing agency PICRC (and PCC) of 

sustainable management of coral reef and island ecosystems in Palau is enhanced”. 
3 All the five Outputs are to be achieved by the implementing agency PICRC (and PCC).   
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instrument, incubation system for acidification and climate change stress experiment.  
Research Exchange in Japan: long-term training (2 researchers from PICRC are in masters course at University of the 

Ryukyus) and short-term visit of researchers to Japan.  
ocal Cost: total 581,996 US  until September 201  for airfare, local consultant, operation costs.       

(Palauan Side) 
Assignment of C/P (Counterpart): total 15 researchers/staff at the time of Terminal Evaluation from PICRC, and 4 

researchers/staff from PCC.     
Project Operation udget: PICRC has borne some of the expenses such as the boat transportation and utility and water. 

arge part of PICRC and PCC contribution is in-kind such as the staff engaged in project activities and laboratory 
facilities/equipment used for the Project.   

   
  Mr. Steven ictor 

Ms. Metiek imie Ngirchechol  
Mr. Foober Skebong 
Mr. azunobu Suzuki  
Ms. Reiko Iitsuka  
Mr. Hiroyuki Okuda 
Dr. Yoshifumi Yasuoka 
Mr. Hiroki abumoto 

Director, The Nature Conservancy Micronesia  
aboratory Supervisor, Environmental uality Protection oard (E P ) 

National PAN (Protected Area Network) Office Coordinator 
Director, Natural Environment Team 1, Global Environment Dept. JICA 
Natural Environment Team 1, Global Environment Dept. JICA 
Tekizaitekisho C 
Research Supervisor, Dept. of International Affairs (SATREPS Group), JST
Chief, Department of International Affairs (SATREPS Group), JST 

 10 September 201 30 September 201    Terminal Evaluation 
   

      
The extent of achievements is primarily assessed based on indicators in the latest PDM (Project Design Matrix) which 

was agreed with the Minutes of Meeting on 28th September 2016. These indicators and their assessment are as follows. 
Outputs Indicator Assessment at the time of Terminal Evaluation 
Output 1 a. y 1.5 years later after the project starts, a comprehensive 

marine database on all core-sites is open to the public, 
following the policies of the involved parties (target 
core-sites  more than 3 sites) 

Partially achieved.  
(Database on coral reef monitoring and water 
temperature monitoring at 15 sites were developed 
and being updated, yet to be made open.)  

b. y 2 years later after the project starts, basic database 
management system for Palauan marine species list is 
developed and open to the public. 

Partially achieved.  
(Database on marine species list was developed, yet to 
be made open.) 

c. y 1.5 years later after the project starts, stress 
experiment systems are built at PICRC. 

Achieved. 
(Equipment was installed.)  

d. y 2.5 years later after the project starts, monitoring 
protocol for coral reef organism is supplemented and 
proposed to Palau-side. 

Achieved.  
(Protocols/manuals on coral reef monitoring were 
prepared and shared with Palau-side.)  

e. y 5 years later after the project starts, genetic data are 
established and open for the public. 

Plans to be achieved.   
(Activities on genetic data continue in the 5th year.) 

Output 2 a. y 4 years later after the project starts, research results 
are reported in domestic (Japan/Palau) / international 
conferences as well as international journals (at least one 
article / activity). 

Partially Achieved.  
(Many presentations were made by research groups 
at domestic/international conferences, but the 
integration of natural and social sciences is yet to be 
realized.)  

Output 3 a. In the 1st year of the Project, quarterly exhibitions of the 
project activities are held at PICRC. 

Achieved. 
(Posters and touch panels were prepared for 
aquarium.)  

b. y 2.5 years later after the project starts, lectures and 
workshops for enlightening people about project 
activities are held and their understanding is improved 
(more than one time). 

Achieved.  
(W/S for state PAN coordinators and rangers, 
P-CoRIE seminars on occasion of JCC, special 
session at ICRS 2016 in Hawaii.)  

Output 4 a. y 3 years later after the Project starts, protocols for 
molecular biology, physiological experiments are 
prepared for PICRC staff and utilized by themselves 
following the policies of the involved parties. 

Partially achieved. 
(Instructions were prepared for analyzing water 
chemical environment and physiological 
measurement instrument, and have been utilized by 
PICRC staff.)   

b. Within the project period, more than one article by PICRC 
staff is accepted to an in international, peer-reviewed 
journal(s). 

Achieved. 
(Two articles were published.) 

 
Output 5 a. Within the project period, necessary data/information for 

environmental response is established and proposed to 
Palau government. 

Plans to be achieved.  
(Technical reports are being prepared for that 
purpose.) 

－ ii －



 
 

b. y 4 years later after the project starts, local stress 
suppression measures under the impact of climate change 
on coral reef and island ecosystem are considered. 

Achieved.  
(Some suggestions have been made by each research 
group on several occasions.)  

c. y 5 years later after the project starts, policy alternatives 
including options for sustainable Palauan society based on 
tourism, economy and ecosystem management is prepared 
for Palau Government s authority. 

Plans to be achieved.  
(Technical report and executive summary for policy 
makers will be prepared for the purpose.) 

  Indicators with “Partially Achieved” or “Plans to be achieved” are associated with Output 1 (database open to the 
public), Output 2 (integration of social science and natural science), and Output 5 (preparation of policy proposal). These 
indicators are expected to be achieved during the remaining cooperation period.  

       
There are three PDM indicators set the Project Purpose  one indicator a) has been partially achieved, and the other two 

b) and c) plan to be achieved by March 2018.  
Indicator Assessment at this point 
a. Monitoring is continuously operated by Palauan authorities. Partially Achieved.   

(Addition is considered to the coral reef monitoring already 
conducted by PICRC.)  

b. Data/information bases developed by the project are 
maintained continuously and become accessible for the 
public, following the policies of the involved parties. 

Plans to be achieved.  
(Developed data/information bases are yet to be transferred 
to Palauan side, and open to researchers.)    

c. A comprehensive policy alternative including options for 
sustainable Palauan society based on tourism, economy and 
ecosystem management is proposed to Palau government as 
the adaptation to climate change. 

Plans to be achieved.  
(The first meeting for science and policy dialogue with OE  
members was held on  July 201 .) 

With regard to Indicator c), PICRC regards the science and policy dialogue as the first step of the process to submit a 
policy proposal (based not only on the Project, but also on PICRC activities over the past 1  years) to the Palau 
government. Alongside of the process, the Project is currently preparing “Technical Report” and expects to develop a 
“Summary for Policy Makers” for that purpose. At the final symposium planned in December 201 , possible policy 
recommendations resulting from the Project over the past 5 years will be presented and discussed. 

       
It is possible for the Overall Goal to be achieved with the actions of PICRC as demonstrated by the science and policy 

dialogue with OE  (Palau National Congress) members.      
Indicator Assessment at this point 
a. Recommended policy alternatives proposed by the project 

are adopted by Palau government as the adaptation to 
climate change. 

Possible to achieve.  
(The first meeting for science and policy dialogue with 
OE  members was held on  July 201 .) 

PICRC considers that the submission of policy proposal is important to cause actual impact, and see a 3-year timeframe 
for the preparation and submission of a substantial proposal to law makers, targeting 2019-2020. 
        

  
The relevance of the Project remains high. 
・ The relevance of the Project to Palau s coral reef and island ecosystem conservation remains high with relevant 

national laws (i.e., Public aw No 6-39 of 2003, so-called PAN Act, and Public aw -42 of 2008) remain unchanged. 
Palau Climate Change Policy 2015 includes “ n erta e etai e  site spe i i  stu ies on the i pa ts o  te perature 
han e an  o ean a i i i ation on arine e os ste s isheries”, and Palau Responsible Tourism Policy Framework 

201 -2021 includes “ ustainab e arr in  apa it  ran es are estab ishe  eter inin  a eptab e e e s o  
en iron enta  u tura  an  o unit  i pa ts”. As such, the Project contribute to the PAN system protecting 
Palau s natural resources as well as to activities called for by Palau s climate change policy and tourism policy.       

・ The CEO and chairman of the board of directors of PICRC confirm that the Project is aligned with the organization s 
needs and expectations. The Project is also mentioned in the PICRC Five Year Strategic Plan 2013-201 .  

・ The approach taken by the Project to address the target issue is appropriate. PICRC was constructed in 2000 with 
Japan s grant aid, then supported by “Palau International Coral Reef Center Strengthening Project (Oct 2001  Sep 
2006)” and “The Capacity Enhancement Project for Coral Reef Monitoring (Jul 2009  Jul 2012). The Project is the 
continuation and development of such precedent JICA Technical cooperation projects. The design of PDM is also 
appropriate as Project Purpose and Overall Goal are clearly linked. On the other hand, some indicators are only 
vaguely stated, and the timeline of some indicators could have reflected the real progress of implementation.       

・ The Country Assistance Policy of Japan for Republic of Palau (April 2012) includes en iron enta  onser ation an  
i ate han e ontro  as one of key priority areas, under which the government of Japan aims to support the 

conservation of coral reef and its ecosystem for realizing the sustainable development. 
  

・ The Project has achieved most of PDM indicators, and the Project has a good potential to achieve all the PDM 
indicators, thereby attaining the Project Purpose and causing its intended effects during the remaining cooperation 
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period.  
・ There are still some activities that need to be strengthened/expedited to achieve the PDM indicators: scientific data 

systems (Indicator 1-a, 1-b, 1-e)  integration of natural and social science (Indicator 2-a)  and documentation of policy 
options/proposals (Indicator 5-a, 5-c). Regarding the three activities to be strengthened/expedited for achieving the 
PDM indicators, the Plan of Operation for the next 6 months till March 2018 is to be discussed in the Project to ensure 
the completion of these activities.  

・ Towards achieving the Project Purpose, in order to discuss the way-forward and schedule on the policy proposal, 
PICRC will have an internal meeting on October 2, 201 , then the discussion will continue at the PICRC oard of 
Directors meetings in October (the board meeting is held every 3 months). The Project will prepare a policy 
recommendation, and PICRC will see to it that the recommendation, while being revised occasionally, will be 
consequently adopted in 3 years (This is also the Indicator of Overall Goal). The next board meeting in October 
(beginning of the new fiscal year) where the new “PICRC Five-Year Strategic Plan 2018-2022” will be discussed and 
approved, supposedly including the preparation of policy recommendation.    

・ Actions recommended by the Mid-Term Review are in the process of implementation. Activities of Task Force are 
ongoing through informal meeting and skype/chat meeting, besides monthly PI meeting.  

  
The efficiency of the Project to date is relatively high. 
 The efficiency of the Project is assessed relatively high as activities in general are being conducted on schedule. The 

efficiency of implementation, however, basically varies by research group (some research groups are efficient whereas 
other are not). It is notable that activities of Output 5 on policy recommendation are slightly behind the Plan of 
Operation.  

 In general, inputs to the Project such as dispatch of Japanese experts/researchers, installation of equipment, and 
training in Japan have been managed properly and efficiently. The timing, quality and quantity of inputs, particularly 
those of equipment, were appropriate and on schedule. Inputs which were frequently mentioned as effective are the 
long-term training in Japan of two PICRC researchers and measurement/experimental equipment installed at PICRC. 

 Following the Mid-term review recommendations, Task force was timely formed for integration of outputs from 
different groups, and also a local consultant was hired to expedite activities of Output 5. Touch panel exhibition 
system at the PICRC aquarium were established on time by researchers with the help of JOC  (Japan Overseas 
Cooperation olunteers) personnel dispatched to PICRC with the assistance of education staff. Policy Development 
Officer was newly recruited by PICRC in 201  to initiate the process of policy recommendation, and this recruitment 
was timely as the Project was getting into the last year of the project term.   

  
The impact of the Project is relatively high.  
 A key positive impact of this Project is to pave the way towards achieving the Overall Goal by providing scientific 

foundation. Towards the approval of policy recommendations (as in the PDM indictor), PICRC already started the 
process with “Science and Policy: Dialogue with OE  members”. CEO assures that sharing recommendations/results 
of research to inform policy and management decision is important, and policy briefs to the OE  is also mentioned as 
one key milestones in the PICRC Five Year Strategic Plan (2013-201 ). The Chairman of oard of Directors 
considers that the preparation and adoption of such recommendation will be carried out in the next 3 years, targeting 
2019-2020. As such, it is likely for the Overall Goal to be achieved with the commitment of PICRC based on good 
recommendations resulting from the Project.        

 One of notable impact that the Project has already caused is the capacity development of state PAN 
coordinators/rangers, particularly those of oror and Airai states. At the On-site Training on Coral Reef Monitoring 
for Airai State conducted by the Project with about 10 participants (2016/2/8-1 ), “Marine Ecological Monitoring Plan 
Airai State” was developed. Rangers of Airai State acknowledged that the training and the plan were very useful.    

 The establishment of molecular laboratory in PCC has enhanced the chance for PCC students (as well as intern 
trainees) to consider the hard-science as one of their future choice. In fact, a PCC graduate who completed internship 
with supervision of project experts continued his education to receive a degree from university abroad.  

 Green Fins Workshop was held on 1st through 3rd March 201  co-hosted by the Project, PCS (Palau Conservation 
Society), and Reef-World Foundation (NGO in U ), with about 45 participants from ureau of Tourism, Palau 

isitors Authority, oror State government, local tourist agents such as diving services, on international standards for 
an environmentally friendly diving and snorkeling. In August through September 201 , three staff members of 
Reef-World Foundation visited Palau again and conducted a workshop at oror State (Assessor Training). Two diving 
services will be accredited by Green Fins assessment system.   

 There are some impacts in terms of introducing novel techniques. For example, patching process of multiple pieces of 
photo-quadrates data are effectively improved by introducing semi-automated method (as described in the manual) 
that made the continuous monitoring by PICRC staff with less cost and time. 

 A new coral reef species was discovered by the biodiversity group in 2016 through its project activities. The article 
was also carried by a local newspaper. The new species was identified and given the scientific name Epizoanthus 
beriber. Carrying out the study of Nikko ay indicated the high biodiversity and unique environment of the ay. This 
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was a new finding, and the value of Nikko ay and recognition of Palau in the global science community has been 
increased nationally and globally.       

  
The prospect of sustainability is relatively high.  
(Policy and institutional viewpoint: high) 
 The recognition of PICRC has been increased in the Government and among the public as demonstrated by the good 

relationship with Congress members and some State governors. Additionally, PICRC management has been improved 
over the past years in terms of its financial and human resource situation.   

 National policy and institutional environment are conducive to sustain the project benefits. No significant policy 
changes are foreseen associated with sustainable management of marine ecosystem. 

(Organizational and human resource viewpoint: relatively high) 
 From organizational and human resource viewpoint of PICRC, the project benefits are more likely to be sustained. 

Capacity of PICRC staff is strengthened in the process of implementing the Project. At present, PICRC has four 
researchers, and another four researchers are studying abroad (including the one at University of Ryukyus). Having 
eight researchers, PICRC considers the current number of researchers is enough to carry out research activities.  

 PICRC and University of the Ryukyus consider updating the current MoU (Memorandum of Understanding) for the 
SATREPS program, expecting continuous research collaboration even after the Project. Additionally, with the MoU 
between PICRC and International Coral Research and Monitoring Center in Ishigaki-city (Japanese Ministry of 
Environment), some researches and information sharing will continue.  

(Financial viewpoint: relatively high) 
 From financial viewpoint, it is difficult to assess the prospect of sustainability in general. Financial resources are 

subjective to external conditions such as economic condition in the country, priority of the government, and 
unexpected increasing in operation costs (e.g., natural disaster). Even under such uncertainty, with the appropriation 
from the national government of US  400,000, PICRC is more likely to be sustainable from financial point of view. 
Accordingly, some parts of activities developed by the Project are also expected to be sustained.   

 During the Project, PICRC has borne some of the expenses such as the boat transportation, utility  water. udget of 
PICRC comes from the national government appropriation, grants/fund raising, donation, revenue from the gift shop, 
rental fee of laboratory equipment, rental fee of the conference room, long-term tenant such as the office of PAN 
Fund, and aquarium entrance fee. PICRC expects revenue from increasing number of visiting researchers in using 
laboratory equipment and conference room. 

(Technical viewpoint: relatively high)  
 From technical viewpoint, the annual monitoring of permanent photo quadrats and seawater temperature can be 

sustained. efore the Project, PICRC already established 22 permanent monitoring sites around Palau on major reef 
types, and every two years monitors key parameters on coral reefs and ecosystems. New components have been 
designed to be incorporated into the current monitoring protocol of PICRC, and the Project will discuss with PICRC as 
to which sites and method should be incorporated for continuous monitoring.  

 Research on biodiversity including the maintenance of database and on environmental change may be carried on by 
two PICRC researchers studied at University of Ryukyus. As for social science and policy recommendation, two 
PICRC staff has already been assigned (or recruited). They have technical capacities, which are necessary for 
continuing relevant activities.  

 One concern expressed is on the DNA laboratory set up at the PCC, the maintenance of which still needs to be 
discussed between PCC and PICRC including who is going to be main users of the equipment.    

           
 (Promoting factor) Promoting factor mentioned by PICRC is the presence of not only PI (Project Inspectors) but also 

young (post-doctoral) researchers from Japan who have actively promoted project activities.  
 (Hindering factor) oth Palauan and Japanese sides stressed out the high turnover (due to study in abroad, retirement, 

move to another office) of PICRC staff over the past five years, not to mention the change of assigned personnel on 
social science have affected project activities.  

      
  
The Project has been carried out satisfactory after the Mid-term Review even though some activities were delayed. The 

Project Purpose is likely to be achieved by the end of the Project if data/information base are handed over to Palauan side 
and it is open to researcher, and policy recommendations from the Project is proposed to the Palau Government. The 
capacity of sustainable management of coral reef management and island ecosystem in Palau has been strengthened. In 
addition, the Project has been contributed to the increased recognition of PICRC s work both at the national and the 
international level. It should be noted that this is attributed to the good relationship among PCRC s, PCC and University of 
Ryukyus as well as outputs from the previous technical assistance from Japan.    

The relevance of the Project remains high, aligned with relevant laws/policies in Palau. The effectiveness of the Project 
is relatively high as the Project has a potential to achieve the Project Purpose and to cause intended effects during the 
remaining cooperation period. The efficiency of the Project is also relatively high as activities are almost on the schedule 
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though there are some delays in some activities. The impact of the Project is relatively high with PICRC already having 
started activities towards the Overall Goal. As with the prospect of sustainability, it is relatively high from policy  
institutional, organizational  human resources, financial, and technical viewpoint.  

  
To Palau-side for actions after the project completion: 
1) The leaderships at PICRC and PCC have been playing crucial roles in the implementation of the Project activities. To 

continue the Project activities and to achieve the overall goal, such good administrative leaderships should be 
maintained.  

2) Through the Project, the capacity at PICRC has been strengthened, having acquired advanced knowledge and 
information on coral reef and sustainable coral reef management. Accordingly, PICRC is to start to consider aiming to 
be the Center of Excellence for coral reef conservation in Asia and the Pacific to promote sustainable coral reef 
management in the region.  

3) Recognizing the impact of the communication, it is important for PICRIC to invest some financial resources to 
communicate with the public through personnel with expertise in scientific communication. 

   
1) During the implementation of a project, gaps between the reality and the PDM tend to be recognized. To avoid them, 

a project team should hold a meeting regularly to monitor progress of the project and revise a PDM according to the 
actual progress and issues. Additionally, if indicators are not clear to be understood as the project progresses, those 
indicators should be redefined clearly to be understood.  

2) Often it is difficult for the Project to unite outputs from the Project components. Thus, establishment of Task Force 
helps to effectively connect outputs from each component and contributes to the achievement of the Project Purpose. 

3) Utilizing results/outputs from the previous project(s) greatly contributes to the success of the project activities. 
Therefore, it is important to introduce the results/outputs of the previous project and utilizing those appropriately, 
even after project starts.  

4) Project should be designed with well-balanced inputs from Japanese side and partner country side for maximizing 
benefits from the project.  

   

－ vi －



1

第 1 章 合同終了時評価調査の概要

サン の 1 に かか 93,000 上の生物 生 し おり 生物

多様性 で る パ 国 パ 的に サン

の多様性 に位置し おり 同国のサン 生 全の 要性 国 的に され

る パ 政 用した 的 の とし 位置づけ おり サ

ン 生 の 全 要な とな る しかし で 地 ・ 用の

動の によるサン 生 の され る パ の持続的 の

実現に サン 生 の 持 に係る 合 策 ・実 する 要 る

方 中 とした研究によ に ローカル・スケールの

負 に 地 の ・ 性 サン の生物多様性 び生 サービス

の し び ・ に多 な 与 る と 実 し た ま

た 本プロジェクトのカ ンターパート Counterpart C/P 機関で るパ 国 サン セン

ター Palau International Coral Reef Center PICRC と 生 研修 の受入れ 国 サン

イニ ア における な た活 な 進 れ た

した背景か パ 政 国に し と PICRC 実施機関とする 研究

の協働 進 び人材 成 サン 生 の 持 に向けた 合政策 プ ン

提言する と 目的とし 本プロジェクト 地 国 技術協 Science and 

Technology Research Partnership for Sustainable Development SATREPS とし 要 し

された 2013 2 に 結された Record of Discussions R/D に基づ 本技術

協 プロジェクト 2013 4 か され 2018 3 までの 5 間の予定で実施され

る

合 されたR/D ま 当 プロジェクトの協 間の中間 の 2015 10 に 日本

とパ の ン ーにより構成される合同調査団による中間レビュー調査 実施された

残りの協 間 約 6 とな た とか プロジェクトの投入 活動 成果 し プロ

ジェクト目標と上位目標の達成見込み するとと に 評価 5 項目 妥当性 有効性 効率

性 インパクト 持続性 の か 合同終了時評価 実施する ととな た また プロジェ

クトの残り 間の び の方向性に し 評価結果と 合同終了時評価調査

とし りまと た上で 合同調整 Joint Coordination Committee: JCC に する

調査の

終了時評価調査の目的 次の りで る

１ プロジェクトの投入 活動・成果の進捗 び実施プロセス し プロジェクト目

標の達成見込み する

２ 評価 5 項目 妥当性 有効性 効率性 インパクト 持続性 の か プロジェク

ト 調に成果達成に向け 実施され るか する

３ プロジェクトの残り 間における成果達成およびプロジェクト終了 の成果の活用・持

続性にかかる提言 する
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４ 評価結果と提言 りまと 方実施機関との協 ま JCC にお の合

成 図り M/M により する

プロジェクトの

プロジェクトの概要 2013 2 に されたプロジェクトのR/D に され おり れ

プロジェクトのロジカル・フレーム ークで る PDM プロジェクト・ イン・ トリクス

の様 に され プロジェクト活動実施のた の日 の ニタリング び ツールとし

用され る の終了時評価調査にお 2016 9 28 日 の M/M で

る PDM ver.20160921 PDM 新 とし プロジェクト概要にかかる とした 同

PDM に基づくプロジェクトの概要 のとおり 3F

4 1

プロジェクトの

1) 実施 間 2013 4 2018 3 5 間

2) 地 パ 全

3) 上位目標 本プロジェクトの成果 パ におけるサン 生 の 持 に係

る政策の ・実施に活用される 4F

5

4) プロジェクト目標 パ におけるサン 生 に の研究 び持続的な 持

される5F

6

5) 成果 1. サン 生 ・ に関する 続的な ニタリングに 要な

的 ータ ス ム 整 される 6F

7    

2.  的・ 的な び評価 動 におけるサ

ン 生 の持続的な 持 に する知見・ される

3.  サン 生 の 全 び生物多様性と生 サービスに する

の る

4.  サン 生 の 全に 要な専門的技術・知見 有され 人材

成される

5.  サン 生 の 全に する政策提言 れる

調査 の

合同終了時評価 次の ン ーによる調査団により実施された

パ

当 項

Mr. Steven Victor 評価 The Nature Conservancy Micronesia イレクター

Ms. Metiek Kimie Ngirchechol 評価
スーパー イ ー 全 Environmental 

Quality Protection Board : EQPB)

Mr. Foober Skebong 評価 国家 PAN フ ス調整

4 PDM の に 中間レビュー調査 成 28 6 p2 4の プロジェクト概要表 および プロ

ジェクトの要約と 標 ver.20150831 に る 用 た なお PDM ver.20150831 か PDM ver.20160921 への

活動 1-8 の新 および 活動 1-10 の の 2 のみで り 上位目標 プロジェクト目標 成果 標

の に な
5 上位目標にかかる 標で にされ るとおり パ 政 の 政策の ・実施に活用される 想定され る
6 終了時評価 p11の プロジェクトのアプローチの適切性 で のとおり パ の研究実施機関で る PICRC

および PCC の 研究 および持続的な 持 の プロジェクト目標で る
7 れの成果 パ の研究実施機関で る PICRC および PCC にお 達成される 成果 で る
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合同終了時評価 次の ン ーによる調査団により実施された

パ

当 項

Mr. Steven Victor 評価 The Nature Conservancy Micronesia イレクター

Ms. Metiek Kimie Ngirchechol 評価
スーパー イ ー 全 Environmental 

Quality Protection Board : EQPB)

Mr. Foober Skebong 評価 国家 PAN フ ス調整

4 PDM の に 中間レビュー調査 成 28 6 p2 4の プロジェクト概要表 および プロ

ジェクトの要約と 標 ver.20150831 に る 用 た なお PDM ver.20150831 か PDM ver.20160921 への

活動 1-8 の新 および 活動 1-10 の の 2 のみで り 上位目標 プロジェクト目標 成果 標

の に な
5 上位目標にかかる 標で にされ るとおり パ 政 の 政策の ・実施に活用される 想定され る
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および PCC の 研究 および持続的な 持 の プロジェクト目標で る
7 れの成果 パ の研究実施機関で る PICRC および PCC にお 達成される 成果 で る

3

当 項 Organization

JICA 地 ・ グループ

第 チーム

協
JICA 地 ・ グループ

第 チーム 専門

評価 合同 適材適

SATREPS ・評価 JST 研究

本 SATREPS ・評価 JST 査

調査ス ジ ール

終了時評価調査 2017 9 10 30 日の日 で実施された 2

調査の

終了時評価調査 JICA 評価 イ イン 7F

8に 要な ータ・ 整

し 当 と活動実績 達成 評価 5 項目 の か プロジェクトの進

捗 合的に評価する 終了時評価調査の実施方法 の り

１ パ と合同で評価

２ 評価グリッ に基づ 国投入実績 プロジェクト関係者か の アリング 現

地 た上で 合同評価 実施する 3 10

３ 5項目 妥当性 有効性 効率性 インパクト 持続性 評価 実施する

４ プロジェクトの残り 間の と の方向性に する

５ 評価結果 合同終了時評価 に りまと 国の評価チーム 表者 れ れ

する

６ JCC に 合同評価結果 する JCC 合同評価結果の 方の

表者 JICA 成の する

７ 現地調査終了 国 に 調査結果 する

８ 終了時評価調査 ・ 成する

なお JICA の実施するプロジェクト評価にお 評価の価 の基 とし 用され

る 評価 5 項目 1991 にOECD-DAC 協 機構 - 援助 で提 され

た 援助の評価基 で り 次の 5 項目か なる

の な

手国 ター ットグループの政策・方 、 先 ニー と、プロジェクトの ・ と

の の い。

プロジェクト の 成 い 測り、 動・成果・ の関 など、プロジェクト に

てら ているかど か 。

8 体的に 新 JICA 評価 イ イン第 1 2010 6 JICA 評価 イ イン 第 2 2014 5
び JICA 評価 ン ック Ver.1 2015 8
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プロジェクト する成果（アウトプット） 成するために 果 に資 （インプット）

ているかど か る。

インパクト の も めて、プロジェクトによ て または に生 る ・ の

変化 する。環境・ ・ジェン ー の にもたらす 。

プロジェクトによる しても成果・ するかど かについて、政策・ 、

・ 、 、 政の からの 。

5

第 2 章 プロジェクトの実績

日本

２－１－１ 専門家・研究者の派遣

2013 4 のプロジェクト 2017 9 までの間に の ・ 本

プロジェクトで パ カ ンターパート C/P と さ プロジェクト・イン

ス クター PI と れ る および スト・ クター の研究者な 18 人の専門

家・研究者 5 の成果に し ベースで派遣され る さ に ベースで 2013

7 より 1 の 調整専門家 PICRC に派遣 配 され る 4

２－１－２ 供与機材

な供与機材とし 調査用 ート 1 定関連機 DNA 機 性 ・

実 び ス ムな 置 供与され れまでの合 パ での 入

156,256 ルおよび本邦での 入 55 とな る なお PICRC の トリー・ス

ースに り るた DNA 機 に PCC に 動・ 置された 5     

２－１－３ 本邦研修

2 の PICRC 研究者 で 研修 受け る 1 修 2013

9 2016 3 し に PICRC で し おり 1 現 2016 4 2018

3 修 中で る また 8 の PICRC および日本の かの

における の研修に した 6     

  

２－１－４ プロジェクト活動費

JICA パ 国 におけるプロジェクト実施に 要な 費 負 し る の

約 費で り 2013 4 か 現時 までの合 で 581,996 ルと

な る 7

パ

２－１－５ カンターパート人材の配置

されたR/D に基づ PICRC プロジェクト・ イレクターとし プロジェク

トの全体的な ・実施に 持 また PICRC の CEO プロジェクト・ ジ ーと

し プロジェクトの日 の活動・調整の 負 る 終了時評価時 で プロジェ

クト・ ジ ー PICRC の 15 の研究者・ および PCC の 4 の研究

者・ プロジェクトのカ ンターパート C/P とな る 8

２－１－６ プロジェクト活動費

されたR/D に パ 政 供与機材の ・ 置・ 持 およびプロジェクト

実施に 要な 費 するた の 置 る と され る PICRC れ の

－ 4 －
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プロジェクトで パ カ ンターパート C/P と さ プロジェクト・イン

ス クター PI と れ る および スト・ クター の研究者な 18 人の専門

家・研究者 5 の成果に し ベースで派遣され る さ に ベースで 2013
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ースに り るた DNA 機 に PCC に 動・ 置された 5     
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JICA パ 国 におけるプロジェクト実施に 要な 費 負 し る の
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されたR/D に パ 政 供与機材の ・ 置・ 持 およびプロジェクト

実施に 要な 費 するた の 置 る と され る PICRC れ の
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の かの 費 調査 用 費な 負 し た PICRC の貢献の

プロジェクト活動に する プロジェクト 用する トリー ・ の

in-kind による貢献で る 7

レベルの 動の

プロジェクトの各成果レベルでの達成 に 2016 9 28 日のM/M により合

された 新 PDM に定 る 標に基づ する れ 標と の現時 における達成

のとおり 達成 の の とした な ータ・ に 成果グリッ

とし とりまと た 9

レベルの PDM の

成果 標 現時 でのアセス ント

1. サン 生 ・

に関する 続的な

ニタリングに 要な

的 ータ ス ム 整

される

a. 1.5年までに、 海 の 報データ ー

ス HP にて ・ 、関 関の政策

る（ター ットサイト：3 カ ）。

分 に 成

（15 でのサンゴ礁モニタリングに

るデータ ース 作成・ て

いる 、ま ていない。）

b. 2年までに、生 リストのための基 デー

タ管理シス ム ・ る。

的に達成

生物 リストに係る ータベ

ース 成・ 新され る ま

され な

c. 1.5 までに ストレス実 置

PICRC に 置される

達成

（ PICRC に た。）

d. 2.5 までに サン 生物 ニタリン

グ・プロトコル 国 で配 ・活用される

達成

サン ニタリングにかかるプ

ロトコル び ニュアル 成さ

れ パ と 有された

e. 5 までに ータベース

・ される

達成見込み

ータベースに係る活動

5 目に実施中

2. 的・ 的な

び評価

動 におけるサン

生 の持続的

な 持 に する知

見・ される

a. 4 までに 研究成果 日本国 ・国

国 で成果 される なくと

各活動 1 上

的に達成

多くの研究成果 国 の

で各研究グループにより 表された

・ の 合に

現 実施中

3. サン 生 の

全 び生物多様性と生

サービスに する

の る

a. 1 目に プロジェクト活動に関する

との 実施される

成

（PICRC 水 でパネル

た。）

b. 2.5 までに 目的としたレ

クチ ー・ リーズ び ーク ップ 1
上 される

達成

国 で 州 PAN JCC
の機 用したP-CoRIEセ ー

国 で イ ICRS 2016 での

セッ ン された

4. サン 生 の

全に 要な専門的技術・知

見 有され 人材 成

される

a. 3年までに、PICRC スタッフによる分 生

学 ・生理学 プロトコル 作成・

る。

的に達成

の

法 まと たプロトコル・

成され PICRC に 用

され る

b. プロジェクト 間 に PICRC スタッフ 成

の 査 国 術 に 1 上受

される

達成

2 の 受 された

－ 6 －
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国 で成果 される なくと

各活動 1 上

的に達成

多くの研究成果 国 の

で各研究グループにより 表された

・ の 合に

現 実施中

3. サン 生 の

全 び生物多様性と生

サービスに する

の る

a. 1 目に プロジェクト活動に関する

との 実施される

成

（PICRC 水 でパネル

た。）

b. 2.5 までに 目的としたレ

クチ ー・ リーズ び ーク ップ 1
上 される

達成

国 で 州 PAN JCC
の機 用したP-CoRIEセ ー

国 で イ ICRS 2016 での

セッ ン された

4. サン 生 の

全に 要な専門的技術・知

見 有され 人材 成

される

a. 3年までに、PICRC スタッフによる分 生

学 ・生理学 プロトコル 作成・

る。

的に達成

の

法 まと たプロトコル・

成され PICRC に 用

され る

b. プロジェクト 間 に PICRC スタッフ 成

の 査 国 術 に 1 上受

される

達成

2 の 受 された

7

5. サン 生 の

全に する政策提言

れる

a. プロジェクト 間 に サン 生

の地 的 ストレス基 成される

達成見込み

現 各研究グループ 成中の

技術リ ート で 予定

b. 4 までに 動 した

地 的負 に の 策の提 成

される

達成

各研究グループにより 策の提

かの機 で 成され

る

c. プロジェクト 間 に 生

に基づく持続 なパ のた の

合的な政策 プ ン パ 政 の

動適 策の とし 成される

達成見込み

技術リ ート と 政策 定者向

けサ リー にお 政策 プ

ン される予定

6 グループの研究者 プロジェクト活動 実施し おり れにより上 の り PDM 標 達

成され る 各研究グループによる れまでの な研究成果 次のとおり

   

グループの れ での

生物 動グループ

1) 15 地 における 調査により 方 3.5m×3.5m 各 3 基 置し 中 ジタル写真により サン

生生物・ 的 とし した で 15m×5 本 調査による 体 ・サ

イズ 調査 実施した また 各地 に ロ ー 置し し し る 全地 の方 の

り合 ータ入 終了 各調査 でのサン の構成 サン 各 な

の かとな た 定 方 の ータ ータベースとし ・ 有される予定

2) れまでの調査で に たる で サン する で り 方で に位置する で

的に ストレスに な で る ー ル に成 する リイ した に る と

かにな た の結果 ICRS 国 サン ン ジ ム 2016 で 表された

3) 方 および 調査による の ニタリングのた Coral Reef Monitoring Protocol と Permanent Photo 
Quadrat Image Processing Manual 成された

4) アイ イ における サン サン 生 の 合成活性 評価され に 因すると れ

る ストレス でのサン の ン ル 定された

5) れ ニタリングの結果 コロール州 PAN 生 ニタリング研修 2017/2/7 で 者と 有された

生物多様性グループ

1) 2017 1 より パ 全 全 39 地 のサン か 表 ・ 生物の し 現時 までに

了 現 標本とし ・ 写真 の の する 実施中 Sanger
sequencing 用 予定 また 標本 ータの基 生物 ータベース 生物 リスト 構 に プ

ロジェクト終了時までに 成の予定

2) パ の多くのス ンチ ク に係る のレ ート 国 に された Reimer et al. 2013, Montenegro et al. 
2015 的研究によりパ か 5 のス ンチ クの 見 かり 1 2016 に国 に

された Kise and Peimer 2016
3) フタ チ ビ イ な り多くの地 か し 団 た結果 に 2 地 Ngechesar Nikko

にお 有 な 的 見 れた れ パ の 動物における の 団 的研究で る

4) Nikko のフタ チ ビ イ および の Nikko ニークな 持し おり 全の 要

性 る と し る

動グループ

1) パ 全 44 表 と 8m および と にお 基 的な ータ クロロ

フ ル POC/PON 有機 /有機 pH な し 全 終了 の結果

全 の地 で 基 に ま る のの 他の地 に し Malakal Nikko
ニタリング 要地 となる と かとな た 結果に ICRS 2016 で 表された

2) パ グーン び における 動 の により の pH aragonite 向に る と

された また 的な 性 向によるサン 生物の への され し 1998 の

なサン サン し る と された れ の結果 ICRS 2016 で 表されるとと

に パ 研究者との 国 術 に投 された

－ 7 －
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3) Nikko の と 生生物の調査により CO2 に かか 多様な生物 生 する な

に る と かとな た また 実 により 本 のサン pH に し 適 し る 性

された れ の結果 High-CO2-World 国 2016 5 JpGU-AGU 国 2017 5 で 表

された パ 研究者との による 2 の 国 術 に投 され 1 受 された さ に 2016 よ

り本研究の に向けた日本国 での 研究費 助 の 2017 に パ で 研究予 の なされ

た

4) コロール州Malakal の 施 か の による への 評価のた 全 34 地 より の ・

9 でベントス 調査と ニ ト の 体 調査 実施された また で 物 の調査

サン の 実 実施された れ の結果 JCRS 2017 で 表された

5) また ベル で 進 し るアイ イ州Ngerikill に か への 入によ

る 評価され サン コア 用 た か 現 の 入の 調査により 3 の ークの と 1997
か 入の 向 続 る と された れ の結果 JCRS2017 で スター 表された

6) ベル のMelekeok 州サン による ・ 機 の定 的 将来の と 上 の

による機 の 予 のた に 要なサン の とサン の の 定 策 の提 れた 結果

JCRS2016 および日本第 次 ン ジ ムで スター 表され さ に JCRS2017 に提 された パ 研

究者と 2 国 に投 された

評価グループ

1) ・ ・ に関する 調査 2014 全国 で 1,283 の調査 結果 技術レ ート とし

2017 に 表予定

2) サン の 的価 評価 CVM 想評価法 用 たサン の 的価 評価の調査 プロジェクトにお

者および 者の協 の と され 2016 11~12 にかけ アンケート調査 実施された 結果に

第 15 国 で 表 2017/7/3 また 費用法 用 本 研究 の調査・

結果に基づ Melekeok 州サン の の とし の機 位で 中

3) に関する の による され アンケート調査で パ 全 か 1,064 の ー

タ ・ 結果に 国 2016/6/29-7/2 で 表 またパ の Green Fins Workshop 2017/3/1-3
で PCS パ 全協 との協働の と 有 現 技術レ ート 成中

4) ス ーケリングの リング・ パ 受 ・ の協 の と 成され 2017
3 か 調査

人材 成グループ

1) 州政 研修 Ecological Monitoring of MPSs 2014 8 11~22 日 PAN サイト し る 10 州か 10
の

2) PAN コー ータ 2014 11 20~21 日 PAN サイト の 11 州か 16 の PAN コー ータ

3) アイ イ州サン ニタリング現地研修 2016 2 8~17 日 アイ イ州 PAN 関係者 約 10

4) コロール州 PAN 生 ニタリング研修 2017 2 7 日 コロール州 PAN 関係者 約 15
5) サン 評価 ーク ップ 2016 3 3~4 日 PAN EQPB コロール州政 PCS の政 機関お

よびNGO とし と 評価における のロー ップ 成

6) Green Fins Workshop 2017/3/1-3 ・ ・ パ 協 パ Palau Visitors Authority
PAN コロール州 4 州政 45

7) Green Fins 評価者研修 2017/8/28-9/2 地 の イビング・ ップ コロール州政 PCS 12

グループ

1) ン ジ ム Integrated Discussion on the Connectivity Between Nature and Human Society 2014 3 PCC 実施

2) フォローアップ ン ジ ム Connectivity between mangrove and coral reef ecosystems with reference to their ecosystem 
services 2014 11 の実施

3) スター3 セット 成 の タッチパ ルに

4) サン ングロー な の生 サービスに関する フ ール ・ イ ック

成中 現地の 生・ 生の イ ックとし 配 予定

中間レビューにおける ・ の 合な にかかる提言 ま イ イトの活動 研究グループ 的な

タスクフォース 置し 実施中

9

成果 1 にかかる 5 標の ータベース構 に係る 2 標 1-a 1-b に サン

ニタリングおよび 生物 の ータベース 構 され ータの 進 で る 研

究者向けの の で る とか 生物 動グループ 生物多様性グループ 標と

し 的に達成 の で る 実 置の 置とプロトコル 成に係る 2 標 1-c 1-d

に 達成 み 動グループ 生物 動グループ また ータに係る 標 1-e

5 目の活動とし 現 実施中で り 生物多様性グループ 達成見込み とな

る

成果 2 の 標 2-a に れまで各グループにより多くの成果 表・ なされ

る され る ・ の 合 活動 2-1 タスクフォースの活動により

続 り まれる とか 現時 で 的に達成 と される プロジェク

トにおける 研究成果の 合に向け れまで実施された 調査の結果・

評価グループ 他の研究グループおよびタスクフォース で 有される と 要で

る

・ 学 に る の 表 8F

9

グループ （国際 ） 学会

生 変動（サンゴ礁） 11 24

生 4 10

環境変動（水 ） 8 26

生態系サー ス 1 2

成 0 1

・ 2 1

計 26 64

成果 3 の および ・セ ーに関する 2 標 3-1 3-b に PICRC に

おける の実施と 次 P-CoRIE セ ー 州 PAN コー ータ にし

た ーク ップの により 人材 グループ れ 達成 み で る また フ

ール ・ イ ックに 現 進 で る グループ

成果 4 の人材 成に関し プロトコル 成に係る 標 4-a に にかか

る 成された 動グループ 方で生物多様性に係るプロトコル・ ニ

ュアル 成する 要 る とか 生物多様性グループ 全体とし 的に達成

と される また日本 ・パ 方の研究者の による 国 術 に受 され

おり 標 4-b に 達成 み で る

に 成果 5 の政策提言にかかる 3 標 5-a 5-b 5-c に 5 目の活動と

し 現 実施中で る れまでの研究グループによ 提言・提 機 に 成され

る とか 標 5-b に 達成 み と される 現 各グループ 研究成

果の 成と し プロジェクトの な とし 技術リ ート 成中で る

技術リ ート の 成 政策提言にかかる りまと プロジェクトとし の 政策
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的に達成

現 に実施され る PICRC
のサン ニタリングへの

b. プロジェクトで された ータベース
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達成見込み
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パ に され さ

れる予定
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達成見込み

パ ン ーと PICRC の

間の の ・政策 2017 7

11

パ 政 の 動適 策とし 提

される

7 日に された

に た

上位目標 プロジェクト終了 の 3 5 間にパ で達成される 目標で る PICRC

政策提言の提 と の の に向けたプロセスの第 とし 2017 7 7 日に OEK

パ ン ーと の ・政策 したと で り のプロセスの進

見込 る とか 標 達成 と で る

レベルの の

上位目標 標 現時 でのアセス ント

本プロジェクトの成果

パ におけるサン

生 の 持 に係る

政策の ・実施に活用され

る

a. プロジェクト 提 した政策 パ 政

の 動適 策の とし され

る

達成

PICRC と OEK ン ーの間で

の ・政策 された

プロ ス

１ 研究グループの構成

終了時評価調査の時 2017 9 で の ン ーか 成る 6 グループの研究者

活動 実施し る また 政策提言に タスクフォースにより実施され る     

調査 に るグループ ン ー 2017 9

グループ パラオ C/P PI メンバー

生 変動 （サンゴ礁） Ms. Gouezo, Dr. Golbuu Dr. 、Dr. Yuen

生 Dr. Golbuu, Mr. Nestor Dr. Reimer、Mr.

環境変動 （水 ） Dr. Golbuu, Ms. Otto, Ms. Gouezo Dr. 、Dr. 、Dr. 、Ms.

生態系サー ス Ms. Marino Ms. 、Dr. 国

成 Ms. Rengiil, Ms. Gouezo, 

Mr. Nestor, Ms. Isechal 

Mr.

・ Ms. Rengiil Dr.

政策提言 （タスクフ ース） Dr. Golbuu, Ms. Uchel Dr. 、Dr.Reimer、Dr. 、Ms. 、

Dr. 国、Mr. 、Dr.

２ ニタリング

プロジェクトの全体的な進捗 PDM に ニタリングされる プロジェクト関係者

間の進捗 ニタリングおよび関連 の協 のた JCC のとおり され

る 第 5 JCC で れまで活動の進捗の とと に終了時評価の結果 有された

－ 10 －



11

パ 政 の 動適 策とし 提

される

7 日に された

に た

上位目標 プロジェクト終了 の 3 5 間にパ で達成される 目標で る PICRC

政策提言の提 と の の に向けたプロセスの第 とし 2017 7 7 日に OEK

パ ン ーと の ・政策 したと で り のプロセスの進

見込 る とか 標 達成 と で る

レベルの の

上位目標 標 現時 でのアセス ント

本プロジェクトの成果

パ におけるサン

生 の 持 に係る

政策の ・実施に活用され

る

a. プロジェクト 提 した政策 パ 政

の 動適 策の とし され

る

達成

PICRC と OEK ン ーの間で

の ・政策 された

プロ ス

１ 研究グループの構成

終了時評価調査の時 2017 9 で の ン ーか 成る 6 グループの研究者

活動 実施し る また 政策提言に タスクフォースにより実施され る     

調査 に るグループ ン ー 2017 9

グループ パラオ C/P PI メンバー

生 変動 （サンゴ礁） Ms. Gouezo, Dr. Golbuu Dr. 、Dr. Yuen

生 Dr. Golbuu, Mr. Nestor Dr. Reimer、Mr.

環境変動 （水 ） Dr. Golbuu, Ms. Otto, Ms. Gouezo Dr. 、Dr. 、Dr. 、Ms.

生態系サー ス Ms. Marino Ms. 、Dr. 国

成 Ms. Rengiil, Ms. Gouezo, 

Mr. Nestor, Ms. Isechal 

Mr.

・ Ms. Rengiil Dr.

政策提言 （タスクフ ース） Dr. Golbuu, Ms. Uchel Dr. 、Dr.Reimer、Dr. 、Ms. 、

Dr. 国、Mr. 、Dr.

２ ニタリング

プロジェクトの全体的な進捗 PDM に ニタリングされる プロジェクト関係者

間の進捗 ニタリングおよび関連 の協 のた JCC のとおり され

る 第 5 JCC で れまで活動の進捗の とと に終了時評価の結果 有された

－ 11 －



12

JCC の

JCC 議 出

1 2013/9/25 動計画の と M/M 名 29

2 2014/11/25 動報告 よ 年 の計画の 45

3 2015/10/21 レ ュー 果報告 よ プロジェクト の 動計画の 28

4 2016/9/21 動報告 よ 政策提言の作成 めた 年 の 動計画の 35

5 2017/9/28 政策提言 研 グループの 動報告 よ 時 の

果報告

-

３ コ ュニケー ン

プロジェクト活動の ・調整のた PICRC スタッフと日本 研究者の間で

され 方のコ ュニケー ンの向上 図 れた パ ・日本 の間でコ ュ

ニケー ンに関する に見受け れなか た

４ ー ー ップ

PICRC の ー ー ップに 2017 6 に PICRC の予 により政策策定

スタッフ 新たに雇用した と 2017 7 に PICRC パ ン ー プロジェク

トとの間の政策 した とな プロジェクト 間中 し され る

13

第 3 章 評価 5 項目に基づくレビュー

プロジェクトの妥当性

３－１－１ 国家政策との整合性

パ のサン 生 の 全にかかる関連法 ・政策に の の なく プロジ

ェクトの妥当性 続 体的に 2003 に 定された法 第 6-39

TPA および MPA 援の体 するた の る PAN ッ

ト ーク 法 および 2008 に 定された法 第 7-42 グリーン・フ ー の導入と

クロ ア・チ レンジ 達成に向けた PAN の のた の PAN 基 の に

なく 現 15 州で 34 の PAN サイト され る し PAN System-wide 

Strategic Plan 2016-2020 で PAN サイトと州政 各レベルでの ・研修の 要

性 調され る

動と の によるパ の 生 への されるなかで 2015 に

策定された Palau Climate Change Policy 2015 で の中の 5 にお 動

適 策にかかる活動の とし 生 ・ に する 性 の に サ

イト 定した な研究の実施 る さ に 2016 に 表された Palau 

Responsible Tourism Policy Framework 2017-2021 の活動 の中に パ の ・

・地 への受 なインパクトのレベルの 定と 持続 な リング・ パ

の の 定 まれ る

プロジェクトの活動 続 PAN ス ムによるパ のサン 生 の 全に

貢献するとと に 新たに策定されたパ 動政策 政策 る活動と

整合し る      

３－１－２ 受益者ニーズとの整合性

実施機関で る PICRC の CEO よび との終了時評価調査中の にお プロジェ

クト 続 PICRC のニーズ・ と整合し る と した また PICRC 5

とに策定する PICRC Five Year Strategic Plan 2013-2017 で とする 5 間で達成す

4 の上位目標 定 おり の の 上位目標 1 に PICRC の研究活動

関係者に の効果的 に 要な ・知 提供し サン 全・ に し

インパクト た す と され る 本プロジェクト 上位目標 1 の の 目標 7

に位置づけ れ る し 本プロジェクトの成果 政策提言の 成に用 るとと に

サン 生 の に さ く と 言 され る

３－１－３ プロジェクトのアプローチの適切性

プロジェクト パ におけるサン 生 の持続的 持 に向け 上位目標

に PICRC の 続的な に 研究 ・ 持 の 図る プロジ

ェクト目標 とし おり に向けたプロジェクトのアプローチ 適切で る PICRC

2000 に日本の 協 により され の JICA 技術協 プロジェクト PICRC
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2000 に日本の 協 により され の JICA 技術協 プロジェクト PICRC
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プロジェクト (2002 2006 ) JICA 技術協 プロジェクト サン ニタリング

向上プロジェクト 2009 2012 による 援 続 た プロジェクト した

する の協 の 続・ の に 2013 か 実施され おり 援の 性 され

る さ に SATREPS プロジェクトとし の 同研究のスコープ けでなく

み した 研究成果の 合に基づく 的な政策提言 目 し る れ

現 の PICRC 5 カ 略 2013 2017 と 整合し る

PDM におけるプロジェクト目標と上位目標の間の因果関係 で り プロジェクトの

PDM 適切で る た し かの PDM 標に な とな おり

ータベースの に関する 標 また 定された 標の中に のタイム イン 実

の活動に な の た    

３－１－４ 日本の援助政策との整合性

プロジェクト 日本のパ に する 協 政策と 整合し る パ 国 援助方

2012 全および 動 項の とし おり の にパ の

持続的 のた のサン の 全に向けた 援 位置づけ れ る

プロジェクトの有効性 的

３－２－１ プロジェクト目標の達成見込み

のとおり プロジェクト 現時 で PDM 標の多く 達成し る し の活

動 実施し く とでプロジェクト 全 の PDM 標 達成し れによりプロジェクト

目標 達成し 残りの協 間で 図された効果 現する と 見込まれる PDM 標 達

成され効果 に PICRC により され る活動 体的に 定・実 機 の 置

標 1-c 州 PAN 当者 とした研修 P-CoRIE ン ジ ムの 標 3-b 位

による人材 成 標 4-b で る また 性 とサン へのインパク

トに係る研究 サン の 害 効果に係る研究 動 び 中の

に する研究の 要性 す とし PICRC か か言 た 他方で PDM

標の達成に向け ・促進される 活動 か る 体的に ータベ

ース 標 1-a 1-b 1-e と の 合 標 2-a 政策 プ ン・提言の

標 5-a 5-c で る

３－２－２ 成果レベルの残りの活動の終了までの予定

PDM 標達成に向け ・促進される 3 の活動に関し 現 の び残りの

間の活動予定 のとおり 2018 3 までの 6 カ 間に れ の活動 了するよ

プロジェクト 残り 間の に する 要 る
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ータベース ス ム

・ 標とな る ・ ータベース ス ム サン ニタリング ニタ

リング 生物 リスト ータ 現 日本 研究者のパ コンに

され おり ータ入 ま 進 中で る ータベースの パ カ

ンターパートに され また研究者向けに される予定で る また に

動 ニタリングの ータ に 研究成果 とし に 表され

るタイ ングとの関係に 配 する 要 る

・ の 合および ・ の関連性に関するタスクフォース

・ ・ の 合に かの 調査 サン の 的価 評価

に する 調査 ス ーケリングの リング・ パ 調査な の

結果の 研究グループおよび 合タスクフォースとの 有 要で る

研究 の れ 調査 の 成 当 の活動 より約 1 の れ 見 れ

る かの による プロジェクト 当 のパ C/P の C/P

かの人 動 他研究グループのよ に PI 援する研究者 日本 か 派

遣されなか た 成果の 合に向け タスクフォースの活動 促進される予定

で る

・ ・ 生 の関連性の研究 Malakal への の Airai への

入 にタスクフォースにより実施される Airai 州の サン

生 に益 な 与 るAirai 物にかかる に す

る との 要性 調し る

政策提

・政策提言の提 し 将来の に向けた PICRC のプロセスの第 1 とし OEK

パ ン ーと ・政策 のた の の 2017 7 7 日に

された

・ PICRC のプロセスと 関連し プロジェクトの各研究グループ 現 技術リ ート

成中で か 政策 定者向けサ リー 成 第 5 JCC 2017 9

28 日 に合 される 次 P-CoRIE ン ジ ム プロジェクト し

る 2017 12 7 日の 終 ン ジ ムにお プロジェクトの れまでの 5 間

の研究成果 政策 ・提言とと に 表される予定

・ PICRC 政策 の提 実 のインパクト 現のた に 要と おり 2019 －

2020 目 に政策 定者に向け 実 の る提 成・提 した と る

３－２－３ プロジェクト目標に関連する活動の終了までの予定

プロジェクト目標に 1) サン の 続的な ニタリング 2) される ータ・

ス ムの 持 3) 的な政策プロ ー ルの 3 標 定され る プロジェクト

で サン 生物多様性にかかる調査 れ の中で の 方

および の ニタリング に PICRC 実施し る現 の ニタリング活動に調整・

－ 15 －
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合される で る また ータベースの に PICRC に され

される見 しで る 政策提言にかかる の予定に PICRC 2017 10 2 日に

し の とスケジュール し さ に 10 の 3 か に 1

の で 協 する予定とし る プロジェクト 協 間中に政策提言 成・提

し PICRC れ とに 3 に 終的な政策提言 提 ・ される PDM 上の上位目

標 と 想定し る 次 10 の パ の新 10 で 政策提言

にかかる 次 PICRC 5 略 2018-2022 ・ される予定で

る

３－２－４ 中間レビュー提言に係るフォローアップ

中間レビューで れた 6 の提言に し 現 関連する活動 実施中で る タスクフ

ォースの活動に の PI の か 的な 合 スカイプ チ ット な

し 進 れ る 置されたタスクフォースの中で か 生 への

インパクト Malakal の Airai の 入 調査するタスクフォースの活動

進 で る

No. 提言 の活動

1) グループと グルー

プ間の 合プロセスの ス ーケリングの リング・ パ

サン の 評価 Melekeok
サン の 害 および

効果の研究にお ・

の 合のた のタスクフォース

結成され 活動 進 れ る

2) グループ間における 合プ

ロセスの

3) 上 1)および 2)の実現のた の

合に向けたタスクフォース・チーム

結成

4) 合に向けたプロセス コンセプ

ト・アイ ア の

POにタスクフォースの活動 され

た

5) 政 へのプロジェクト研究成果

の提 ・ 込み ス ーク ル ー

との調整 し人材

提 に向けたプロセスの第 1 とし

OEK ン ーとの ・政策

2017 7 7 日 された

6) 
と の関連性にかかる研究に

の整 ・

Malakal の Airai の 入に

係る研究 た のタスクフォース

置され 活動 進 れ る

プロジェクトの れまでの効率性 的

３－３－１ プロジェクト全体および各研究グループの効率性

プロジェクトの活動 全体的に スケジュール りに進 で る とか プロジ

ェクトの効率性 的 と される 方で研究グループ とに活動の効率性 な

る 効率的に活動 進 る と で たグループ れ でな グループ る

また 成果 1 4 の活動の 合で る成果 5 の政策提言にかかる活動に PO か

－ 16 －
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合される で る また ータベースの に PICRC に され

される見 しで る 政策提言にかかる の予定に PICRC 2017 10 2 日に

し の とスケジュール し さ に 10 の 3 か に 1

の で 協 する予定とし る プロジェクト 協 間中に政策提言 成・提

し PICRC れ とに 3 に 終的な政策提言 提 ・ される PDM 上の上位目

標 と 想定し る 次 10 の パ の新 10 で 政策提言

にかかる 次 PICRC 5 略 2018-2022 ・ される予定で

る

３－２－４ 中間レビュー提言に係るフォローアップ

中間レビューで れた 6 の提言に し 現 関連する活動 実施中で る タスクフ

ォースの活動に の PI の か 的な 合 スカイプ チ ット な

し 進 れ る 置されたタスクフォースの中で か 生 への

インパクト Malakal の Airai の 入 調査するタスクフォースの活動

進 で る

No. 提言 の活動

1) グループと グルー

プ間の 合プロセスの ス ーケリングの リング・ パ

サン の 評価 Melekeok
サン の 害 および

効果の研究にお ・

の 合のた のタスクフォース

結成され 活動 進 れ る

2) グループ間における 合プ

ロセスの

3) 上 1)および 2)の実現のた の

合に向けたタスクフォース・チーム

結成

4) 合に向けたプロセス コンセプ

ト・アイ ア の

POにタスクフォースの活動 され

た

5) 政 へのプロジェクト研究成果

の提 ・ 込み ス ーク ル ー

との調整 し人材

提 に向けたプロセスの第 1 とし

OEK ン ーとの ・政策

2017 7 7 日 された

6) 
と の関連性にかかる研究に

の整 ・

Malakal の Airai の 入に

係る研究 た のタスクフォース

置され 活動 進 れ る

プロジェクトの れまでの効率性 的

３－３－１ プロジェクト全体および各研究グループの効率性

プロジェクトの活動 全体的に スケジュール りに進 で る とか プロジ

ェクトの効率性 的 と される 方で研究グループ とに活動の効率性 な

る 効率的に活動 進 る と で たグループ れ でな グループ る

また 成果 1 4 の活動の 合で る成果 5 の政策提言にかかる活動に PO か

17

の れ 見 れる 体的に 様 に基づく政策提言第 1 の 成 第 5 JCC での協

に向けた政策提言第 2 の 成な

３－３－２ プロジェクトへの投入

概し 日本 専門家の派遣 の 置 本邦研修な の日本 か のプロジェクトへの

投入 適切で効率的で た に機材 置に けでなく 置のタイ

ング りに進 れた 効果的で たと PICRC か に言 た投入とし

2 人の PICRC の日本での 研修 PICRC に導入された 定・実 機材で る 研修によ

る の 向上 現 の PICRC 5 略 2013-2017 る PICRC の 要

の で る また PICRC の機材・ の効果的で効率的な 持 に 同 5

略 で言 され おり のた の PICRC 技術 による れ る

３－３－３ 効率性の向上に寄与した活動

中間レビューの提言に なる研究グループの成果 合のた のタスクフォース

に 置され また 成果 5 の活動 するた のローカルコンサルタントとの 約 プロ

ジェクトにより結 れた

PICRC の研究者 日本 研究者と に協働し Ms. Gouezo 2 3 間連続で

サン ニタリングの活動に した また PICRC 調査用 ート し か イ

ビング調査の 全性の に るとと に 実 ス ム ス ー ン 方

PICRC の にかかる専門知 の 援により適切に 置された さ に

のタッチパ ル PICRC スタッフの 援と JOCV 協 の協

タイムリーに導入された 2017 6 に PICRC の予 により政策提言プロセス 当す

る政策 成スタッフ 新たに雇用され れ プロジェクト 終 に入るに たり PICRC

か の に時 た投入とな た

本プロジェクトの に PICRC 実施機関とし に JICA 技術協 プロジェクト 実

施され た とか 多くの PICRC スタッフ JICA の協 に する 有し おり

れ 本 SATREPS プロジェクトの で活動の な 上 に た

３－３－４ ローカルコンサルタントの雇用

成果 5 に プロジェクトにお 関係法 での

された とか 2017 にプロジェクト ローカルコンサルタントと 約 結び

の 用・ にかかる政策 実施された の政策 にサン の

における政策提言の に向け 要な とな た

３－３－５ 促進要因・阻害要因

PICRC によ 言 の た促進要因とし 日本 か PI けでなく ス ク

の 研究者 派遣され 活 に活動 促進した とで る 日本 パ の 方 プロジ

ェクトの阻害要因とし たの の 当スタッフの の 5 間の

PICRC の な 動 での 他の機関への な で る

－ 17 －
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ンパクト

プロジェクトのインパクト 的

３－４－１ 上位目標に向けたPICRC の活動

プロジェクトの 要な のインパクト 的知見の提供により 上位目標達成への

す とで る 上位目標の PDM 標 プロジェクト 提 した政策 パ 政

の 動適 策の とし される で る 上位目標の達成に向け ま プロ

ジェクト 政策提言の 成 プロジェクト目標 達成する 要 る PICRC に政

策提言の提 ・ に向けたプロセス 2017 7 7 日の OEK ン ーとの ・政策

により した で PICRC とパ ン ー MNRET ・ ・

パート ー機関との間で A Call for Action され PICRC とプロジェク

トによる の 全・持続的 用にかかる研究成果 ま 関係者 政策フレーム

ーク 成し く と 合 された PICRC の CEO 研究成果 政策 定に知 し

く と・ さ く と 要で ると 調し る また PICRC 5 略

2013-2017 にお OEK ン ーに する政策 リーフ ング ー イルストー

ン の とし れ る PICRC した政策提言の 成・提 ・

2019-2020 目 に 3 間 け 実施し くの 現実的で ると る の

よ に 上位目標に プロジェクトによる的 な政策提言の 成 提に PICRC

れ 受け 続 的に り み 進 く とで達成される 性 る        

３－４－２ 州レベルのインパクト

プロジェクトによるインパクトの 州レベル にアイ イ州 コロール州の PAN コ

ー ータ びレンジ ー の で る アイ イ州のサン

ニタリング現地研修 2016/2/8-17 で 約 10 し Marine Ecological Monitoring Plan 

Airai State 策定され で ニタリングされる 生 の 標 動

物の と 体サイズ の と 体サイズ サン ・ 生生物の および ニタ

リングの 法 され る アイ イ州のレンジ ー 研修および の ニタリング

と に たと る 現 ニタリング に基づ 定 的に

ニタリング 実施し PICRC に結果 し PICRC か 結果 受けと れ 知

コ ュニ に し る

３－４－３ PCC へのインパクト

PCC における 生物 トリーの 置 PCC の 生 びインターン研修生 基

研究 将来の の とし する機 提供する ととな た 実 に プロ

ジェクト専門家 ス ク研究 の 導の で他の 生とと に DNA に し 生イ

ンターン ップ 了した 人の PCC 生 同 での 位 目 し 続

で 続中で る

また パ ・ イスクールの 生 PCC の Step-Up Program により プロジェクトの中

でDNA に り のよ にプロジェクトによる 生のDNA の プ

ロジェクト活動 けでなく PCC の 生と Step-Up Program に 貢献した

－ 18 －
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３－４－４ 持続的ツーリズムへの貢献

に さし イビング・ス ーケリングの国 基 に関するGreen Fins Workshop プ

ロジェクト PCS パ 全協 Reef-World Foundation イ リスのNGO の で

2017/3/1 3 され ・ ・ パ 協 パ Palau 

Visitors Authority PAN コロール州 4 州政 か 45 の た ーク

ップで の に する 調査の 結果の 表 プロジェクトの PI か

かの成果 表された

さ に 2017 8 に Reef-World Foundation か 3 の ン ー パ し PICRC

に し コロール州で ーク ップ 評価者トレーニング 2017/8/28-9/2 し

た PCS した の ーク ップで パ での 促すた プロジェク

トの貢献とし ロジ と日当 な の 援の に た パ の 2 の イビ

ング 者 Sam’s Tours と Impac Tours Green Fins 評価 に基づ される予定で る

Green Fins にお け れれ Green Fins の によ 将来的に ツーリ

ズムのインパクトの に な る の 向上 の に な る レベルのサ

ービス提供に な く と で る

３－４－５ 新技術の導入にかかるインパクト

方 の写真 ータの多 の ース り合 るプロセス プロジェクトで 成し

た Permanent Photo Quadrat Image Processing Manual に の り 動 された 法の導

入により効率性 向上し れ PICRC 現 実施し る 続 ニタリングの コス

ト ・ 時間 に貢献する と される また 的な ・ ニタリング

するた かの にお コスト ジュールと同時に イトセンサーアレイ

法 導入された

プロジェクト 動グループの研究にお パ の コ ュニ に する将来

の および 上 の 予 するた の ル 導入した の パ の現 に合

カスタ イズされた ル 成された

３－４－６ 生物多様性にかかる新たな知見

生物多様性グループ プロジェクト活動 実施するなかで 2016 にス ンチ ク の

見し 1 定され 術 Epizoanthus beriber け れた れに関す

る パ の新 に された

Nikko の研究により 同 生物多様性と 有の 持され る と か

とな た れ 新たな 見で り 国 の におけるNikko の価 とパ に す

る の向上に貢献した       

３－４－７ 将来に予想されるインパクト

図され るインパクトとし パ の の 向上のた の イ ック

日本 パ C/P 研究者 パ 要関係者 20 上の 者により 成

中で る 同 現地 生 生への イ ックとし ク スに寄 される予定で

る

－ 19 －
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３－４－８ 他のプロジェクトとの協働

PICRC 国 機関と現 かのプロジェクト 実施し おり か プロジェク

トと に関係 る

プロジェクト

1) Micronesia Conservation Trust による ニタリング

2) Coral Reef Initiative によるサン プロジェクト 2 間

3) GEF および 国 による PAN MPAs プロジェクト 3 間

4) MCT-Cargill による プロジェクト 1.5 間

３－４－９ プロジェクトによる負のインパクト

終了時評価 間中に で る の なか た

プロジェクトの持続性 的

１ 政策・

パ ン ー 州知 との な関係に されるよ に パ 政 の間

での PICRC に する 間の間に ま ると言 る さ に PICRC の ・

に 策定調査時の と し 予 および人材の か の

間で向上し る と か る PICRC の研究機関とし の持続性に 終

了時評価調査で 項とし で る の なか た

国の政策・ での プロジェクトの 益 持され くのに適した のとな

る プロジェクトの活動 PAN 法 パ 動政策 2015 パ 政策

フレーム ーク 2017-2021 な 関連する法 と政策に合 し おり PICRC れ の

の関連する活動の中で 援機関 の とし 言 され る 現 パ に サ

ン 生 の 全に した政策 PICRC とパ ン ー

MNRET ・ ・ パート ー機関との間で された A Call for 

Action PICRC とプロジェクトによる の 全・持続的 用にかかる研究成果

ま 関係者 政策フレーム ーク 成し く と 合 し る 現時 で

サン 生 の持続的 持 に関連する政策の な 予見されな

２ 体 ・人材 的

PICRC の 体 ・人材の か プロジェクトの 益 持される 性

での 研修 2 およびプロジェクトの実施 で PICRC の

進 また 現 PICRC に 4 の研究者 し おり さ に 4 で現

修 中の 1 の PICRC 研究者 の で で る のよ に 8

の研究者 る とか PICRC 現 の研究者の 研究活動 くのに と

る 現 PICRC 次 5 略 2018-2022 策定中で り 2017

10 の にお されれ 同 表される予定で る

－ 20 －
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PICRC と SATREPS プログ ムの に し 合 された現 のMoU に

さ にプロジェクト 同研究 続し けるよ 新する と し る

PICRC と の 国 サン 研究 ニタリングセンター との間で 2017

に結 れた MoU によ かの研究と 進 で く のと見込まれ

る

３ 政 的

予 に の時の国全体の 政 の 害の 生な による

予 の 的要因の 受け すく 概し 持続性 見 すの し し

た で る PICRC パ 政 か 40 ルの予 り当 受け おり 政

か の持続性 と で る プロジェクトの かの活動に

続 持され く と される

プロジェクト実施 間中 PICRC 調査 用 費な 負 し た PICRC

の 政 の予 り当 グ ント びフ ン ・レイジング 寄 フト・

ップの り上 トリー・ 定機 のレンタル のレンタル PAN 基

か の ント の入 な で る PICRC する 研究者

トリー・ 定機 用する とによる 入の 見込 でおり した 入

トリーに 置された機材の ・ 持 にと 要で る

４ 技術 的

技術的な か の 方 と ニタリング 続 続される

性 PICRC にパ 全 の なサン に 22 の ニタリング地

定し 2 とに 要パ ータ ニタリングし る プロジェクトによ 現 の

PICRC ニタリング活動への 合 に新たなコン ー ント インされ おり

プロジェクト PICRC と のサイトおよび 法 ニタリングの 続のた に 合さ

れる か協 する予定で る

ータベースの 持 た生物多様性にかかる研究活動 で修 した

PICRC 研究者により れる予定で る 同様に 動の研究 現 で

修 中の PICRC 研究者に れる予定で る と政策提言に

2 の PICRC スタッフ また 用 され 関連活動 続し くのに

要な技術的 有し る

技術的な か 表 の た の PCC に 置された DNA トリーで

る の 持 に イン ー ーとし 用し く見 し る

のか PCC と PICRC の間で協 される 要 る

－ 21 －
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第 4 章 結 と提言

にかかる

評価チーム かの活動の れ る 中間レビュー 全体的にプロジェクト

に実施され おり 残りの協 間中に ータベース パ に されるとと に研究者向け

に され サン 生 の 全にかかる政策提言 パ 政 に提 される とで プ

ロジェクト目標の協 間中の達成 見込 る と した

5 にかかる の 下の

項目 評価 要約

妥当性

プロジェクト パ 政 び日本政 の政策 PICRC の 略 と し る

また プロジェクトの に向けたアプローチ 適切で る 方でプロジェク

トの イン かの 標に に 定され お のタイム イ

ン 実 のプロジェクト活動 した のとな なか た

有効性 的

プロジェクト 残りの協 間で ータ ス ム構 ・ ・

の 合 政策 プ ン・提言の 了さ る とで 全 の 標 達成し

れによりプロジェクト目標 達成し の 効果 る と 見込まれる

効率性 的

プロジェクトの全体とし スケジュール りに実施され おり 効率性 的

専門家派遣 機材供与 投入のタイ ング と 適切で りで

た 中間レビュー時での提言に 各成果の 合のた のタスクフォース 適切

に 置された

インパク

ト
的

上位目標の達成に向けた活動 進 し おり 体的に PICRC によりパ

ン ーとの政策 された プロジェクトによる に

PICRC の研究者 けでなく PCC の 生 州 PAN 当者・レンジ ーに するイン

パクト れた

持続性 的

持続性の見 し 政策・体 か の他の か 的 と見込

まれる 予 に の時の国全体 政 の の の想

定 の な の 要因に される PICRC にお 政 か 定の予

り当 る 技術 で DNA トリーの体 と 持 PICRC と PCC
の間で協 される 要 る

* 評価 5 項目のレー ングに 的 中 の 5

評価チーム プロジェクトによりパ におけるサン の持続的 にかかる

された と プロジェクト PICRC の る の国 における 知 の

向上に 貢献した と した

PICRC PCC の間の な関係と 本プロジェクトに し 実施された JICA 技術

協 プロジェクトの成果 本プロジェクトの成果・目標の達成に貢献し る

上 の評価結果 ま 合同評価チーム の り提言する

プロジェクトチームに し

１ 政策 プ ン のた の ・ の 合

プロジェクト目標・上位目標の達成に向け ・ の 合 要で る

とか れ 政策 プ ン 成までの活動プ ン 成する と さ に プ

－ 23 －
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ロジェクト 続 政策 定者との 続け く と まれる

２ プロジェクト成果に関するア トリーチ

地 の生活 動への適 にと サン の 全な生 の

持 のた の 向上に向けた なア トリーチ 要で る プロジェクト

ジ 新 ー ル アな 様 なコ ュニケー ンツール

プロジェクトで れた知見に くア トリーチする と の間での 向上

成される政策 プ ンの将来の に向けた まし りと なる

３ プロジェクト成果の他へのインプット

パ 動政策の 2020 の見 しに向け の 2018 か まる予定で

る プロジェクト パ 動 との連 し プロジェクトの成果 政策

プ ン 動政策の に し 貢献で るか する と まれる

・ ・ 2018 にロックアイ ン の リング・

パ 調査 実施する予定で り けるた プロジェクト 実施した調査

結果に 合 持 た と で る プロジェクト 調査成果の との 有

する と

か 生 への な に に かの州政 により

され る よ プロジェクト か サン への にかかる研究結果

EQPB び州政 と 有し 適切な れるよ 援する と まれる

４ な関係の 持

プロジェクト活動の持続性に向け パ と日本 の 有 人材の

のプログ ムな し 続 協働関係 持し く と

５ ータベースの

現時 で プロジェクトの ータベース され な 全体の にと

ータの日本 ・パ 方での 有 る 者 研究者 への

要で る とか プロジェクト れに向けた り み 進 る と

パ に し

１ リー ー ップの 持

PICRC と PCC のリー ー ップ プロジェクト活動の実施にお 要な 果

たし る と 終了時評価調査にお で た よ プロジェクト活動の 続

および上位目標の達成に向け したリー ー ップ 持し く と

２ アジア・ 地 におけるサン 生 の 全

プロジェクト し PICRC サン 生 と の持続的 にかかる 進的

な知 ・ し 進 とか さ に アジア・ 地 のサン

生 の持続的 促進に けたCenter of Excellence となるよ PICRC

－ 24 －
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ロジェクト 続 政策 定者との 続け く と まれる

２ プロジェクト成果に関するア トリーチ

地 の生活 動への適 にと サン の 全な生 の

持 のた の 向上に向けた なア トリーチ 要で る プロジェクト

ジ 新 ー ル アな 様 なコ ュニケー ンツール

プロジェクトで れた知見に くア トリーチする と の間での 向上

成される政策 プ ンの将来の に向けた まし りと なる

３ プロジェクト成果の他へのインプット

パ 動政策の 2020 の見 しに向け の 2018 か まる予定で

る プロジェクト パ 動 との連 し プロジェクトの成果 政策

プ ン 動政策の に し 貢献で るか する と まれる

・ ・ 2018 にロックアイ ン の リング・

パ 調査 実施する予定で り けるた プロジェクト 実施した調査

結果に 合 持 た と で る プロジェクト 調査成果の との 有

する と

か 生 への な に に かの州政 により

され る よ プロジェクト か サン への にかかる研究結果

EQPB び州政 と 有し 適切な れるよ 援する と まれる

４ な関係の 持

プロジェクト活動の持続性に向け パ と日本 の 有 人材の

のプログ ムな し 続 協働関係 持し く と

５ ータベースの

現時 で プロジェクトの ータベース され な 全体の にと

ータの日本 ・パ 方での 有 る 者 研究者 への

要で る とか プロジェクト れに向けた り み 進 る と

パ に し

１ リー ー ップの 持

PICRC と PCC のリー ー ップ プロジェクト活動の実施にお 要な 果

たし る と 終了時評価調査にお で た よ プロジェクト活動の 続

および上位目標の達成に向け したリー ー ップ 持し く と

２ アジア・ 地 におけるサン 生 の 全

プロジェクト し PICRC サン 生 と の持続的 にかかる 進的

な知 ・ し 進 とか さ に アジア・ 地 のサン

生 の持続的 促進に けたCenter of Excellence となるよ PICRC

24

し く と

３ 政策提言に向けた適切なコ ュニケー ン のた のリ ース配

コ ュニケー ンの 要性 し PICRC におけるコ ュニケ

ー ン専門家な による の人 とのコ ュニケー ン向上に向け 要な予

り当 する と

プロジェクトの実施 し の れた

１ プロジェクト 実施し く中で 実 の活動と当 の PDM との間に 生

くる と る れ するた プロジェクトチーム 定 的に 合 持

活動の進捗 ニタリングし さ に実 の進捗 に 適 PDM 新

し く と 要で る に プロジェクトの進 に し PDM 標

に に 定され な かとな た 合 れ PDM 標 達成 的

に れるよ 定される で る

２ プロジェクトによ 時に各成果間の 合 な 合 成果間 する ン ー

か 構成されるタスクフォースの 置・活動 効果的に各成果 プジェクト目

標の達成に貢献する

３ し 実施され た JICA 技術協 プロジェクトの成果 本プロジェクトの成

に く貢献し る よ プロジェクトの で プロジェクトの

成果 り入れ 適切に 用し く と 要で る

４ プロジェクトへの投入 効果的となるよ 日本 か の投入と 国 か の投入

適切な ンスとなるよ インされる 要 る 日本 か 派遣される

専門家の人 と の技術 の で受益者で る 国 か のカ ンターパー

トの人 との間の ンス

－ 25 －
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1: プロジェクト・デザイン・マトリクス (PDM) ver. 20160921

Project Name: Project for sustainable management of coral reef and island ecosystems: responding to the threat of climate change

Term of the Project: April 2013 – March 2018 (5 years)

Subject area: Palau (whole nation) 

Subject group: Researchers at C/P (PICRC), Residents of Palau
Subject Verifiable Indicators Means of Verification Important Assumptions
Overall Objective
To have the results of this project utilized for 
policy formulation and management of the coral
reef and island ecosystems in Palau.

a. Recommended policy alternatives proposed by the project are 
adopted by Palau government as the adaptation to climate change. 

a: Government’s official documents & civil sector’s 
responses. 

Project Purpose

Capacity of sustainable management of coral 
reef and island ecosystems in Palau is enhanced. 

a. Monitoring is continuously operated by Palauan authorities.

b. Data/information bases developed by the project are maintained 
continuously and become accessible for the public, following the 
policies of the involved parties.

c. A comprehensive policy alternative including options for sustainable 
Palauan society based on tourism, economy and ecosystem 
management is proposed to Palau government as the adaptation to 
climate change.

a. Monitoring reports.

b. Contents of homepage.

c. Government’s official response (document, memo, 
message, etc.) 

- The policy of Palau government in 
climate change is not significantly 
changed.

- Necessary budget for the 
maintenance of database for 
monitoring coral reef and island 
ecosystem installed in PICRC is 
secured. 

Project Output
1: Scientific data systems needed for 

self-sustained monitoring of the environment 
and coral reef and island ecosystems are 
acquired and organized.  

a. By 1.5 years later after the project starts, a comprehensive marine 
database on all core-sites is open to the public, following the policies 
of the involved researchers. (target core-sites; more than 3 sites)

b. By 2 years later after the project starts, basic database management 
system for Palauan marine species list is developed and open to the 
public. 

c. By 1.5 years later after the project starts, stress experiment systems 
are built at PICRC.

d. By 2.5 years later after the project starts, monitoring protocol for 
coral reef organism is supplemented and proposed to Palau-side.

e. By 5 years later after the project starts, genetic data are established 
and open for the public.   

a.b. Management reports on database. 

c. Experiment system at PICRC.

d. Supplement for monitoring protocol and official 
response from Palau-side authority (Ministry of 
Natural Resources and Environment). 

e. Genetic data are updated to BOLD (Barcoding of 
Life Data)/GenBank.

- C/P personnel who participated in 
the project continuously work for 
the C/P institutions. 

2: Natural science and social science data are 
analyzed and evaluated to extract knowledge 
and ideas that can contribute to the 
sustainable management of coral reef and 
island ecosystems under the influence of 
climate change. 

a: By 4 years later after the project starts, research results are reported in 
domestic (Japan/Palau) / international conferences as well as 
international journals (at least one article / activity).

a: Articles submitted / Presentation documents

3: A wider understanding in the general public 
for biodiversity, ecosystem services and the 
conservation of coral reef and island 
ecosystems is created. 

a. In the 1st year of the Project, quarterly exhibitions of the project 
activities are held at PICRC.

b. By 2.5 years later after the project starts, lectures and workshops 
for enlightening people about project activities are held and their 
understanding is improved (more than one time).

a. Project progress reports

b. Implementation report of lecture 
series/workshops

4: Human resource development is achieved 
through the sharing of expertise and scientific 

a. By 3 years later after the Project starts, protocols for molecular 
biology, physiological experiments are prepared for PICRC staff and 

a. Protocols (manuals)

b. Article on international journal.

－
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knowledge necessary for the conservation of 
coral reef and island ecosystems. 

utilized by themselves following the policies of the involved parties. 

b. Within the project period, more than one article by PICRC staff is 
accepted to an in international, peer-reviewed journal(s). 

5: Documentation of policy options/proposals 
that support/contribute to the conservation of 
coral reef and island ecosystems is finalized. 

a. Within the project period, necessary data/information for 
environmental response is established and proposed to Palau 
government. 

b. By 4 years later after the project starts, local stress suppression 
measures under the impact of climate change on coral reef and island 
ecosystem are considered. 

c. By 5 years later after the project starts, policy alternatives including 
options for sustainable Palauan society based on tourism, economy 
and ecosystem management is prepared for Palau Government’s 
authority. 

a. Project progress reports

b. Discussion paper

c. Policy alternatives

Activities Inputs

- Necessary budget for the Project is 
allocated without any significant 
delay. 

- Necessary equipment for the 
Project is installed without any 
significant delay. 

<Activity 1>
1-1 Monitoring, analyzing and evaluating reef building corals (Photo quadrats) and fish (Line transect) communities.
1-2 Investigation on environmental stresses on inner reefs in Palau.
1-3 Collect basic marine environmental data (pH, salinity, turbidity, etc.) and information (Physical Data).
1-4 Conduct analyses of biodiversity patterns and connectivity.
1-5 Biodiversity database systems and data accessibility.
1-6 Evaluation of climate change impacts on Palau coral reef ecosystem. 
1-7 Evaluation of local scale impacts on Palau Coral Reef Ecosystem.
1-8 Evaluation of watershed impacts on Palau coral reef ecosystems.
1-9 Conduct estimates of economic loss due to the degradation of ecosystem services of coral reef islands and of economic 

valuation of the benefits of conservation and used of natural ecosystems. 
1-10 Research for sustainable tourism focusing on coral reef island destination (residents, tourists). 

<Activity 2>
2-1 Integration of social and natural science studies to extract knowledge and ideas that can contribute to the sustainable 

management of Palauan ecosystem.

<Activity 3> 
3-1 Conduct exhibitions that aim to improve the understanding of residents regarding coral reef.
3-2 Conduct seminars/workshops aimed at managers, stakeholders, students, etc. as a forum for discussion and exchange of 

ideas in Palau.
3-3 Hold a special session at the international Coral Reef Symposium, to be held in 2016.
3-4 Field guidebook of Palauan nature and environment. 

<Activity 4>
4-1 Support workshop/trainings led by PICRC in the states of Palau that aim to improve the capacity of monitoring marine 

protected areas. 
4-2 Long term training for MSc at the Univ. of the Ryukyus.  

<Activity 5>
5-1 Discuss with key-persons for Palauan society in order to build a consensus on conservation plan based on the project 

outcomes. 
5-2 Propose policy options that contribute to the conservation and management of coral reef and island ecosystems in Palau 

based on the outcomes of activities 1-1 to 5-1 above. 

【Japan-side】

Long-term experts: 1 
person (operational 
coordination)

Short-term dispatch 
researchers: 3 post-docs 
for 5 years

Short-term training in 
Japan: 2 people for <3 
months/year. 

【Palau-side】

C/P,

C/P personnel expenses 
for SATREPS, 

Research facility 
arrangements (e.g., 
office space, LAB, 
research vehicles and 
boats for field survey), 
other local costs for 
SATREPS project. 

【Pre-condition】

The C/P personnel are assigned 
without significant delay. 

Source) Minutes of Meeting dated 28 September 2016

－
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2: 調査ス ジュール

No / 画 / SATREPS 計画・ 分析 パラオ

1st 9 月

10 20:40 パラオ

2nd 11 月 08:00 （ プロジェクト業 調 ）

09:00 ックオフ会議（ の説明）

との 時・時 の

09:00 ックオフ会議

3rd 12 09:00 （Ms. Geraldine Rengiil 研 ・水 ）

13:00 （Dr. 、環境変動グループ）

14:30 （Ms. Mingrang Kloulechad ）

4th 13 水 13:00 （Mr. 、生 グループ）

5th 14 08:00 （Mr. Victor Nestor、生 グループ）

14:00 （Ms. Marine Gouezo、生 変動グループ）

15:00 （Ms. Andrea Uchel、政策提言 ）

6th 15 金 13:00 （Ms. Lincy Lee Marino 会 グループ） → ンセル

7th 16   資料 理

8th 17 20:40 パラオ （ 画 ）    資料 理

9th 18 月 09:00 （PANF マネジ ー Mr. Regis Emesiochel、PANO マネジ ー Mr. Foober Skebong）
11:30 JICA パラオ

13:30 （Dr. Yimnang Golbuu CEO）

4:30 （コロール州 ・法 Mr. Jose Ise）
10th 19 09:00 （Mr. Noah Idechong PICRC 理 ）

10:30 （観光局 Ms. Anastacio 局 、Mr. Orrukem、Mr. Iyar、Mr. Marino）
13:00 （海洋資 局 Mr. King Sam 局 理）

11th 20 水 09:00 （気候変動オフィス Mr. Xavier Matsutaro）
13:30 （PALARIS  Mr. David Idip Jr.）
14:20 （PCC 学 Dr. Patrick Tellei）
20:40 パラオ （プロジェクトリー ー、Dr. Nakamura ）

12th 21 09:30 （アイライ州政 PAN コーディネータ Mr. Kammen Chin、レンジ ー Mr.Artingal Polloi）
プロジェクト・サイト （Nikko 湾、Malakal 湾、Airai 湾）

20:40 パラオ （ ／SATREPS 計画・ ）

13th 22 金 09:00 （Palau Community Collage）
11:00 （PICRC CEO）

13:00 （PCRC 理 ）

14:00 報告書（ ）に る 議

20:40 パラオ （SATREPS 計画・ ）

14:00 報告書（ ）に る 議

14th 23 プロジェクト・サイト （Rock Island Southern Lagoon）
15th 24    報告書（ ）作成

16th 25 月 10:00 報告書に る 議

15:00 報告書の 化

10:00 報告書に る 議

15:00 報告書の 化

17th 26 15:00 報告書の 名 15:00 報告書の 名

18th 27 水 議

19th 28 08:30 年 P-CoRIE セミナー

14:30 5 JCC 会議 14:30 5 JCC 会議

20th 29 金 01:45 パラオ （SATREPS 計画・ ）

よ JICA 報告

21th 30 02:30 パラオ

－
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3: リスト

パラオ

1. 関（PICRC よ PCC）
1) Ms. Geraldine Rengiil PICRC 研 ・水 9/11,12
2) Ms. Marine Gouezo PICRC リサー ー 9/11,14
3) Mr. Victor Nestor PICRC リサー ー 9/11,14
4) Ms. Lincy Lee Marino PICRC リサー ー 9/11
5) Ms. Mingrang Kloulechad PICRC 9/12
6) Ms. Andrea Uchel PICRC 政策策 オフィサー 9/12, 14
7) Dr. Yimnang Golbuu PICRC CEO 9/18,22
8) Mr. Noah Idechong PICRC 理 9/19,22
9) Dr. Patrick U. Tellei PCC 学 9/20,22

2. 関 関

1) Mr. Regis Emesiochel PAN 基金ジェネラル・マネジ ー 9/18
2) Mr. Foober Skebong PAN オフィス ーフ・マネジ ー 9/18
3) Mr. Jose A. Ise コロール州政 ・法 9/18
4) Ms. Bouvuau K Anastacio 観光局 9/19
5) Mr. David A. Orrukem シニア・コンプライアンス 9/19
6) Mr. Kay Marino コンプライアンス 9/19
7) Mr. Fabian B. Iyar シニア観光政策アドバイザー 9/19
8) Mr. King Sam 海洋資 局 局 理 9/19
9) Mr. Xavier Matsutaro 気候変動オフィス国 気候変動調 9/20
10) Mr. David Idip Jr. シニア GIS アナリスト、PALARIS オフィス 9/20
11) Mr. Kammen M. Chin アイライ州 PAN オフィス 9/21
12) Ms. Kiara Ringang アイライ州 PAN フィールドモニタリング・ クニシ ン 9/21
13) Mr. Artingal Polloi アイライ州 PAN レンジ ー 9/21
14) Mr. Skilang Harold アイライ州 PAN レンジ ー 9/21

1. プロジェクト

1) Dr. 学理学 海洋 科学科 化・生態学 8/29
2) Dr. 業 調 9/11-21
3) Dr. 学 理学 海洋 科学科 9/11,12
4) Mr. 学 学 理 学研 9/11,13
5) Dr. 学 9/20
6) Ms. 学 9/20
7) Ms. Evelyn Otto 学 9/20
8) Dr. Yuen Yeong Shyan 学 9/20
9) Mr. 一 法 環境研 センター 研 9/28
10) Prof. 学 国際 研 9/28
11) Dr. James Davis Reimer 学 9/28
12) Dr. 国 学 観光 業科学 業 学科 9/28

2. 、JICA
1) Mr. 野 パラオ 国 一 書 9/28
2) Ms. と パラオ 国 書 9/28
3) Mr. JICA パラオ 9/18
4) Ms. TAKADA Aileen JICA パラオ プログラム・オフィサー 9/27
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4: の

        2017 年 9 月時

名

出 – 国 （ ）

計2013 年

2013 年 3 月- 2014 年 3 月

2014 年

2014 年 3 月– 2015 年 3 月

2015 年

2015 年 4 月– 2016 年 3 月

2016 年

2016 年 4 月– 2017 年 3 月

2017 年

2017 年 4 月- 現時

1 学

7/30-8/4
9/23-9/30
11/29-12/12
1/15-1/23

(6)
(8)
(14)
(9)

5/14-5/21
10/31-11/5
11/21-12/4
1/30-2/5
3/1-3/8

(8)
(6)
(14)
(7)
(8)

4/10-4/14
7/29-8/3
10/14-10/25

(5)
(6)
(12)

8/10-8/14
9/17-9/25
12/10-12/15
2/26-3/6

(5)
(9)
(6)
(9)

7/5-7/8
7/22-7/26
9/20-10/1

(3)
(4)
(7)

2 学
9/24-9/28
3/15-3/19

(5)
(5)

10/31-11/5
11/23-11/27
3/4-3/7

(6)
(5)
(4)

6/11-6/15
9/24-10/3

(5)
(10)

9/20-9/26
3/11-3/15

(7)
(5)

9/21-9/25 (4)

3 学
8/20-8/25
9/23-9/28
3/8-3/19

(6)
(6)
(12)

9/20-9/27
11/23-11/27
2/28-3/7

(8)
(5)
(8)

9/22-9/30
10/20-10/25
3/7-3/15

(9)
(6)
(9)

8/29-9/4
9/17-9/25
12/4-12/7

(7)
(9)
(4)

9/27-10/1 (4)

4 James Davis Reimer 学

7/28-8/2
12/2-12/8

(6)
(7)

9/10-9/19
11/22-11/28

(10)
(7)

4/26-5/9
9/5-9/17
10/18-10/27

(14)
(13)
(10)

5/5-5/13
9/20-9/20
1/12-1/16
2/26-3/21

(9)
(1)
(5)
(24)

9/25-9/30 (5)

5 学

11/27-12/5
3/16-3/24

(9)
(9)

9/4-9/12
11/16-11/26
3/5-3/20

(9)
(11)
(16)

6/20-6/28
9/12-9/24
10/17-11/8
3/5-3/15

(9)
(13)
(23)
(11)

9/6-9/25
2/18-3/5

(20)
(16)

6/23-6/28
9/17-10/1

(5)
(14)

6 国 学

8/20-8/26
9/24-9/29
3/8-3/19

(7)
(6)
(12)

9/20-9/28
11/22-11/30
2/28-3/8

(9)
(9)
(9)

6/20-6/24
9/22-9/30
10/20-10/25

(5)
(9)
(6)

8/29-9/4
9/17-9/25
12/4-12/11
2/25-3/5

(7)
(9)
(8)
(9)

9/27-10/1 (4)

7 Yuen Yeong Shyan 学
7/24-10/19
11/19-2/23

(88)
(97)

5/8-8/9
9/4-12/6
1/3-3/19

(94)
(94)
(76)

5/15-8/16
9/25-12/6
1/12-3/13

(94)
(73)
(62)

6/14-8/21
1/6-3/12

(69)
(66)

5/13-8/5
9/16-12/9

(84)
(84)

8 Julien Simon Pierre Lorion 学

7/24-10/19
10/31-2/16

(88)
(109)

4/10-7/11
8/11-10/9
10/27-12/21
1/19-3/18

(93)
(60)
(56)
(59)

4/21-7/2
7/24-11/18

(73)
(108)

5/5-7/18
8/24-10/14

(75)
(52)

9 学

9/17-12/8
1/16-3/12
3/20-3/30

(83)
(56)
(11)

5/13-8/11
8/21-12/7
12/13-2/18
2/23-3/18

(91)
(109)
(68)
(24)

10 学
3/11-3/20 (10) 6/6-7/26

9/8-11/25
1/9-3/16

(51)
(79)
(68)

5/11-8/11
9/6-11/30
1/7-3/15

(93)
(86)
(68)

4/29-8/9
9/9-11/18

(102)
(70)

11 環境研 センター

9/20-9/29 (10) 4/19-4/27
9/12-9/21
11/18-11/28

(9)
(10)
(11)

5/15-5/25
6/11-6/23
9/24-9/29
10/15-10/26
11/17-11/23
3/1-3/7

(11)
(13)
(6)
(12)
(7)
(7)

6/2-6/9
9/16-9/25
2/27-3/6

(8)
(10)
(8)

5/19-5/28
7/5-7/8
9/22-10/2

(9)
(3)
(10)

12 業 学
9/8-9/19
11/16-11/23
3/6-3/20

(12)
(8)
(15)

10/20-11/4
3/5-3/13

(16)
(9)

9/10-9/25
2/21-3/5

(16)
(13)

9/24-10/1 (7)

13 学 3/17-3/27 (11)

14 学
9/2-10/5
11/19-11/26

(34)
(8)

10/13-11/11 (30) 9/6-9/25
2/18-3/5

(20)
(17)

9/17-10/1 (14)

－
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2/24-3/18 (23)

15 野 学
7/8-7/19
3/5-3/17

(12)
(13)

16 Masucci Giovanni Diego 学 1/12-3/19 (67)
17 Biondi Piera 学 1/12-3/19 (67)

18 学
4/12-7/12
8/16-9/30

(91)
(45)

19 JICA 業 調 2013/7/9 -

出 ）JST の 報告書（2017 年 6 月） 資料 よ の のプロジェクトによるアップデート。

注） JST 予 による 生の派遣 まれ な

－
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2/24-3/18 (23)

15 野 学
7/8-7/19
3/5-3/17

(12)
(13)

16 Masucci Giovanni Diego 学 1/12-3/19 (67)
17 Biondi Piera 学 1/12-3/19 (67)

18 学
4/12-7/12
8/16-9/30

(91)
(45)

19 JICA 業 調 2013/7/9 -

出 ）JST の 報告書（2017 年 6 月） 資料 よ の のプロジェクトによるアップデート。

注） JST 予 による 生の派遣 まれ な

5: 
2017 9 時

No （ ドル・ ） ニット （ ドル） （ ） 入場

1 27 foot Yamaha Boat with twin 115HP engines, accessories and a trailer $82,381.00 1 $82,381.00 20140806 Palau
2 THEMAL CYCLER ¥561,750 1 ¥561,750 20140122 Japan 
3 TABLE TOP REFRIGERARED CENTRIFUGE 5500 ¥1,588,650 1 ¥1,588,650 20140122 Japan
4 JFE ADVANTECH DATA LOGGER ¥945,000 3 ¥2,835.000 20140122 Japan 
5 Freezer: MYBIO VT-208 ¥580,000 1 ¥580,000 20140122 Japan
6 Freezer: SF-3120F3 ¥460,000 1 ¥460,000 20140122 Japan 
7 Oxygen analyser FIBOX3 TRACE ¥1,899,500 1 ¥1,899,500 20140122 Japan
8 SP-PST3-NAU-D5 ¥118,750 2 ¥237,500 20140122 Japan 
9 SP-PST6-NAU-D5 ¥118,750 2 ¥237,500 20140122 Japan
10 DP-PST6 ¥114,000 2 ¥228,000 20140122 Japan 
11 DIVING-PAM ¥3,760,000 1 ¥3,760,000 20140122 Japan
12 ND-2000C NANODROP2000C ¥1,640,000 1 ¥1,640,000 20140122 Japan 
13 Spectrofluorometer FP-8300 ¥1,262,800 1 ¥1,262,800 20140122 Japan
14 DELL OPTIPLEX 7010 DT ¥300,000 1 ¥300,000 20140122 Japan 
15 VERITI FAST 96-WELL THERMAL CYCLE ¥882,000 1 ¥882,000 20140122 Japan
16 MILLI-Q DIRECT 8 S.KIT ¥1,503,000 1 ¥1,503,000 20140122 Japan 
17 GEMI2 GEL DOCUMENTATION SYSTEM ¥1,144,000 1 ¥1,144,000 20140122 Japan
18 THERMAL PRINTER ¥211,200 1 ¥211,200 20140122 Japan
19 WATER QUALITY MONITORING: MODEL.599502-02, OPTION ¥2,050,000 2 ¥4,100,000 20140122 Japan 
20 MODEL, CALK,3169, TURB,3822, 3823, CHL/CYA ¥106,000 1 ¥106,000 20140122 Japan
21 PORTABLE CARBON DIOXIDE ANALYZER CO2-09-LI ¥4,000,000 1 ¥4,000,000 20140122 Japan 
22 GEO-S10 ¥180,000 1 ¥180,000 20140122 Japan
23 EQS-09 ¥700,000 1 ¥700,000 20140122 Japan 
24 Toyota Succeed Van 1.5L, 4WD $28,200 1 $28,200 20140128 Palau
25 Air Conditioner, Split, 21500 Frigidaire $1,056.19 2 $2,112.38 20140211 Palau
26 Digital Video Camera, Sony HDR-CX580V $1,195.00 1 $1,195.00 20140211 Palau
27 Underwater Case for Video Camera, Ikelite $1,595.00 1 $1,595.00 20140211 Palau
28 Pippette, Research plus 3-pack $1,420.00 2 $2,840.00 20140211 Palau
29 Pippette, Research plus pipette, 8 channel 0.5-10μL $1,388.00 1 $1,388.00 20140211 Palau
30 Pippette, Research plus pipette, 8 channel 10-100μL $1,342.00 1 $1,342.00 20140211 Palau
31 PC, RSIDELLXP8700 $1,599.00 1 $1,599.00 20140211 Palau
32 Laptop, RS120217 $1,595.00 1 $1,595.00 20140211 Palau
33 Adobe Photoshop, XA6 for Win (For Item 14) $899.00 1 $899.00 20140211 Palau
34 Water pump, MF343 $1,614.05 2 $3,228.10 20140211 Palau
35 PC, Lenovo ThinkCenter M93p $2,245.00 1 $2,245.00 20140211 Palau
36 Desktop computer, 27-inch iMac ¥300,965 1 ¥300,965 20140211 Japan 
37 Water quality meter AAQ-RINKO ¥2,625,000 1 ¥2,625,000 20140211 Japan
38 Water quality meter accessory, AAQ 100m cable ¥315,000 1 ¥315,000 20140211 Japan
39 Water quality meter accessory, Waterproof IF unit ¥315,000 1 ¥315,000 20140211 Japan 
40 Laptop computer, TOUGH BOOK ¥374,640 1 ¥374,640 20140211 Japan
41 Multi-Parameter Water Quality Measuring Equipment ¥2,050,000 1 ¥2,050,000 20110319 Japan 
42 Portable multi water quality measuring Instrument ¥249,900 2 ¥499,800 20130319 Japan
43 Portable multi water quality measuring Instrument ¥217,000 1 ¥217,000 20140319 Japan 
44 Diving PAM ¥3,760,000 1 ¥3,760,000 20110319 Japan 
45 Fiber optic oxygen transmitters Temperature compensated system ¥2,972,550 1 ¥2,972,550 20130319 Japan
46 Massflow controller for Acidization experimental device ¥1,776,000 1 ¥1,776,000 20140319 Japan
47 Total alkalinity titration apparatus ¥1,100,000 1 ¥1,100,000 20110319 Japan 
48 LED system ¥261,240 1 ¥261,240 20130319 Japan
49 Aquarium cooler ¥201,500 2 ¥403,000 20140319 Japan 

－
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50 Oil Free BEBICON 1.5OU-9.5GB6 ¥326,550 1 ¥326,550 20110319 Japan
51 Flowmeter for Acidization experimental device ¥400,050 1 ¥400,050 20130319 Japan 
52 Transformer for Acidization experimental device ¥175,014 1 ¥175,014 20140319 Japan
53 Air Dryer for Acidization experimental device ¥220,500 1 ¥220,500 20110319 Japan 
54 Semi-Micro Dual Range Weighing ¥104,000 1 ¥104,000 20130319 Japan
55 Onset Weather Station ¥482,350 1 ¥482,350 20140319 Japan 
56 Sea Kayak ¥125,000 1 ¥125,000 20140319 Japan
57 Light meter ¥184,680 1 ¥184,680 20140806 Japan 
58 Underwater quantum sensor ¥174,420 1 ¥174,420 20140806 Japan
59 Water sampler ¥137,400 1 ¥137,400 20140806 Japan 
60 Ultrasonic cleaner ¥200,000 1 ¥200,000 20140806 Japan
61 Aquarium Cooler XRW400 $2,429.00 2 $4,858.00 20150320 Palau
62 Halogen Light Source 150W $904.90 2 $1,809.90 20150320 Palau
63 Halogen Light Source 100W $830.70 2 $830.70 20150320 Palau
64 Touch panel display EIZO T2381 $1,143.00 1 $1,143.00 20150320 Palau
65 Laptop PC, HP Probook430 $865.00 1 $865.00 20150320 Palau
66 PC, HP110-017CB23” $829.00 1 $829.00 20150320 Palau
67 Laptop PC, Panasonic CR-SX3 $2,730.00 1 $2,730.00 20150320 Palau
68 DAN Rescue kit $1,200.00 1 $1,200.00 20150320 Palau
69 PC Dell Desktop 24” i3489-6928BK $1,095.00 1 $1,095.00 20150320 Palau
70 Nikon Auto Level AE-7 ¥138.618 1 ¥138.618 20150320 Japan
71 SPSS Software ¥298,493 1 ¥298,493 20150320 Japan 
72 Tough pad FZ-G1, Panasonic ¥206,064 1 ¥206,064 20150609 Japan
73 Light logger, ALW-CMP ¥486,000 1 ¥486,000 20150609 Japan 
74 Cast Away CTD ¥801,900 1 ¥801,900 20150609 Japan
75 Fluorometer (Trilogy) ¥1,500,120 1 ¥1,500,120 20150609 Japan
76 TA/DIC auto analyzer (ATT-05-RM-AS) ¥1,728,000 1 ¥1,728,000 20150609 Japan 
77 Laptop, Panasonic CF-LX4JD9BR ¥270,864 1 ¥270,864 20150609 Japan
78 Statistical software, SPSS ¥298,493 1 ¥298,493 20150609 Japan 
79 GPS, SIMRAD NSS7 evo 2 ¥463,966 1 ¥463,966 20150609 Japan
80 Anchor winch, Yamaha 140W $1,575.00 1 $1,575.00 20150609 Palau
81 Laptop computer, Acer E5-571-58CG i5 $869.95 1 $869.95 20160314 Palau
82 Niskin water sampler (5L) and messenger ¥174,852 1 ¥174,852 20170221 Japan
83 Multi shaker and stand ¥149,796 1 ¥149,796 20170221 Japan
84 Zetoight ZWT200 Black ¥127,000 6 ¥762,000 20170607 Japan
85 Water tanks (2000L) $3,500 2 $7,000 Under production Palau

計 $156,256 ¥ 55,196,222

出 ) プロジェクトからの資料提 による で 10 の リスト。

注 1) リストは、JICA により 入 パラオ に た の 。 の に JST により 入 に た も る。

注 2) のついているもの     は、PCC に 動・ た DNA 関連 。   
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50 Oil Free BEBICON 1.5OU-9.5GB6 ¥326,550 1 ¥326,550 20110319 Japan
51 Flowmeter for Acidization experimental device ¥400,050 1 ¥400,050 20130319 Japan 
52 Transformer for Acidization experimental device ¥175,014 1 ¥175,014 20140319 Japan
53 Air Dryer for Acidization experimental device ¥220,500 1 ¥220,500 20110319 Japan 
54 Semi-Micro Dual Range Weighing ¥104,000 1 ¥104,000 20130319 Japan
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57 Light meter ¥184,680 1 ¥184,680 20140806 Japan 
58 Underwater quantum sensor ¥174,420 1 ¥174,420 20140806 Japan
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62 Halogen Light Source 150W $904.90 2 $1,809.90 20150320 Palau
63 Halogen Light Source 100W $830.70 2 $830.70 20150320 Palau
64 Touch panel display EIZO T2381 $1,143.00 1 $1,143.00 20150320 Palau
65 Laptop PC, HP Probook430 $865.00 1 $865.00 20150320 Palau
66 PC, HP110-017CB23” $829.00 1 $829.00 20150320 Palau
67 Laptop PC, Panasonic CR-SX3 $2,730.00 1 $2,730.00 20150320 Palau
68 DAN Rescue kit $1,200.00 1 $1,200.00 20150320 Palau
69 PC Dell Desktop 24” i3489-6928BK $1,095.00 1 $1,095.00 20150320 Palau
70 Nikon Auto Level AE-7 ¥138.618 1 ¥138.618 20150320 Japan
71 SPSS Software ¥298,493 1 ¥298,493 20150320 Japan 
72 Tough pad FZ-G1, Panasonic ¥206,064 1 ¥206,064 20150609 Japan
73 Light logger, ALW-CMP ¥486,000 1 ¥486,000 20150609 Japan 
74 Cast Away CTD ¥801,900 1 ¥801,900 20150609 Japan
75 Fluorometer (Trilogy) ¥1,500,120 1 ¥1,500,120 20150609 Japan
76 TA/DIC auto analyzer (ATT-05-RM-AS) ¥1,728,000 1 ¥1,728,000 20150609 Japan 
77 Laptop, Panasonic CF-LX4JD9BR ¥270,864 1 ¥270,864 20150609 Japan
78 Statistical software, SPSS ¥298,493 1 ¥298,493 20150609 Japan 
79 GPS, SIMRAD NSS7 evo 2 ¥463,966 1 ¥463,966 20150609 Japan
80 Anchor winch, Yamaha 140W $1,575.00 1 $1,575.00 20150609 Palau
81 Laptop computer, Acer E5-571-58CG i5 $869.95 1 $869.95 20160314 Palau
82 Niskin water sampler (5L) and messenger ¥174,852 1 ¥174,852 20170221 Japan
83 Multi shaker and stand ¥149,796 1 ¥149,796 20170221 Japan
84 Zetoight ZWT200 Black ¥127,000 6 ¥762,000 20170607 Japan
85 Water tanks (2000L) $3,500 2 $7,000 Under production Palau

計 $156,256 ¥ 55,196,222

出 ) プロジェクトからの資料提 による で 10 の リスト。

注 1) リストは、JICA により 入 パラオ に た の 。 の に JST により 入 に た も る。

注 2) のついているもの     は、PCC に 動・ た DNA 関連 。   

6: い

2017 年 9 月時

ス ーム 名 先

JICA 研修 1 Victor Nestor Researcher, PICRC 2013/9/29-2016/3/31 学

2 Evelyn Otto Researcher, PICRC 2016/4/3 -2018/3/31 学

JICA 研修 1 Kevin Rolloi Chief Researcher, PICRC 2013/11/11-2013/11/20 1 アジア国 会議

2 Geraldine Rengiil Director of Research and Aquarium Department, PICRC
2014/11/30-2014/12/21 アクアマリン しま、 学

2016/6/15-2017/6/21 水

3 Asap Bukurrrou Aquarium supervisor, PICRC
2014/11/30-2014/12/21 アクアマリン しま、 学

2016/6/15-2017/6/21 水

4 Evelyn Otto Researcher, PICRC 2015/11/14-2015/11/25 学

5 Lincy Marino Researcher, PICRC 2016/10/2-2016/10/9 学での 会科学研修

6 Harlen Herman Aquarist, PICRC 2016/12/5-2016/12/18 アクアマリン しま 研修

7 Vicente Abedneko Aquarist, PICRC 2016/12/5-2016/12/18 アクアマリン しま 研修

8 Yimnang Golbuu CEO, PICRC 2017/6/15-2017/6/21 水

出 ）JST の 報告書（2017 年 6 月） 資料
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7: プロジェクト 動

（JICA 外 業 化 )                                                                                                                            （ : USD）

No 2013 年

2013 年 3 月- 2014 年 3 月

2014 年

2014 年 3 月– 2015 年 3 月

2015 年

2015 年 4 月– 2016 年 3 月

2016 年

2016 年 4 月– 2017 年 3 月

2017 年

2017 年 4 月- 現時
計

1 0 11,309 12,979 4,576 5,200 34,064
2 業 700 3,268 9,059 12,651 0 25,678
3 一 業 108,753 97,291 67,638 119,398 57,900 450,980
4 会議 656 5,169 1,661 - 0 7,486
5 金報 0 34,223 19,882 - 0 54,105
6 （ 外） 245 6,833 2,605 - 0 9,683

計 110,354 158,093 113,824 136,625 63,100 581,996
出 ）JST の 報告書（2017 年 6 月） 資料 よ の のプロジェクトによるアップデート

注）2016 年 より 区分 変 、 、業 、一 業 にな た。  
                                                                                                            
パラオ （PICRC 動 ）                                                                                                                                          （ : USD）

No 2013 年 10 月 - 2014 年 9 月 2014 年 10 月 - 2015 年 9 月 2015 年 10 月 - 2016 年 9 月 2016 年 10 月 - 2017 年 9 月 計

1 調査 料 62,540 63,600 63,600 63,600 253,340
2 水 光 16,425 14,400 14,400 8,400 53,625
3 （研 ） 11,734 16,511 16,511 16,511 61,267
4 （研 ） 4,365 4,365 4,365 4,365 17,460
5 （ ） 2,922 2,922 2,922 3,500 12,266
6 （ ・研 ） 8,072 8,072 8,072 13,900 38,116
7 会議室 料 3,450 9,375 9,375 9,375 31,575
8 ラ ラトリー 料 18,900 19,005 19,005 19,005 75,915
9 （ ） 1,800 1,800 1,800 1,800 7,200

10 コミュニ ーシ ン&アウトリー 、政策策 オフィサー 0 0 0 2,550 2,550
11 オフィス 料 7,200 8,400 8,400 8,400 32,400

計 137,408 148,450 148,450 151,406 585,714
出 ）JST の 報告書（2017 年 6 月） 資料 よ の のプロジェクトによるアップデート。

注） については、 （時 ）の でプロジェクトに した （時 ）の て 出した 。
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8: パラオ の配
2017 年 9 月時

No 名 ポジシ ン プロジェクトでの

1 Dr. Yimnang Golbuu PICRC
（パラオ国際サンゴ礁セ

ンター）

Chief Executive Officer Jun. 2012- Present

2
Geraldine Rengiil

Department Head Research & Aquarium Dept. Communication/Outreach 

Officer

Sep. 2013 – Present 

3 Marine Gouezo Researcher, Research & Aquarium Dept. May 2014 – Present 

4 Victor Nestor Researcher Jun. 2012 – Present

5 Lincy Marino Researcher Oct. 2016 – Present

6 Geory Mereb Research Assistant, Research & Aquarium Dept. Jun. 2012 – Present

7 Arius Merep Maintenance/Technician, Administration & Engineering Dept. Jun. 2012 – Present

8 Dawnette Olsudong Research Assistant, Research & Aquarium Dept. Jun. 2012 – Present

9 Randa Jonathan Chief, Engineering Administration & Engineering Dept. Jun. 2012 – Present

10 Asap Bukurrou Chief Aquarist, Research & Aquarium Dept. Jun. 2012 – Present

11 Ines Kintoki Assistant Education Officer, Research & Aquarium Dept. Jun. 2012 – Present

12 Joyra Shmull Sam Accounting Clerk, Administration & Engineering Dept. Jun. 2012 – Present

13 Mingrang Kloulechad Department Head, Administration & Engineering Dept. Business Manager Jun. 2012 – Present

14 Ilebrang Olkeriil Development Coordinator Oct 2015 – Present

15 Ms. Andrea Uchel Policy Development Officer Jun. 2017 - Present

16 Lincoln Rehm Researcher, Research & Aquarium Dept. Study in the U.S. (- Jun. 2015)

17 Jay Oruetamor Aquarist, Research & Aquarium Dept. Retired (- Dec. 2014) 

18 Anthony Raquinio Equipment/facilities maintenance assistance engineer  Retired (- Mar 2015)

19 Lukes Isechal Researcher Moved to the Government (-Sep 2013) 

20 Kevin Polloi Chief Researcher   Retired (-Apr. Jan 2013)

21 Mary Yangilmau Department Head, Administration & Engineering Dept. Retired (- Jan 2013)

22 Carol O. Emaurois Education Officer, Research & Aquarium Dept. Retired (- Mar. 2014)

23 John Wong Equipment/facilities maintenance engineer Retired (- Mar. 2014)

24 Shirley D. Koshiba Researcher, Research & Aquarium Dept. Study in Tsukuba Univ. (- Apr. 2016)

25 Evelyn Otto Researcher, Research & Aquarium Dept. Study in Univ. of the Ryukyus (- Apr. 2016)

26 Dr. Patrick U. Tellei PCC
（パラオ・コミュニ ィ・カ

レッジ）

President Jun. 2012 – Present 

27 Thomas Taro Vice-President of Cooperative Research and Extension Sep. 2013 – Present

28 Rebert Ramarui Dean of Academic Affairs Oct. 2016 – Present 

29 Christpher Kitalong Lecturer Retired (- Oct 2016) 

出 ）JST の 報告書（2017 年 6 月） 資料 よ の のプロジェクトによるアップデート。
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9: グリッド（ ）
2017 年 8 月

・ 基 、 → よ 現時 で ら ている 報) 報入手先 ・入手手

1. 1.1 国 ・ 方レ ルで、

関連する たな政策・

戦略の動 ・変化は る

か。

・パラオの国レ ルで環境 に関する法 、政策、計画に の の変 は るか。

→ 「国 マスター計画 2020」 よ 、「 計画(2009 年 2014 年)」の 計画との

→ 海洋 区の 果 な に た PAN（Protected Area Network）法（2003 年 ）

→ サンゴ礁 生態系の のためのMC（ミクロネシア・ レンジ）（2006年 言）、 よ MC の に て環境

入と PAN 基金の （2008 年の PAN 法の ）

・研 動対 サイトに関連する法 、政策、計画 は るか。

・ レ ュー報告書

・ 報告書・ 報告書

・パラオ 研 インタ ュー・

・パラオ関 関インタ ュー

1.2 関のニー ・

との に変化は

ないか。

・ （参 ） 関の戦略 書 動計画 で、プロジェクト 動に関する は るか。   
→   パラオ 資 ・環境・観光 ：R/D の 名 関

       パラオ国際サンゴ礁センター（PICRC）：R/D の 名 関 よ 関

       パラオ・コミュニ ィ・カレッジ（PCC）
・プロジェクト で参 関の 、 の変化（ 研 の 動など）は たか。

・ レ ュー報告書

・ 報告書・ 報告書

・パラオ 研 インタ ュー・

・パラオ関 関インタ ュー

1.3 プロジェクトのアプロ

ー は で た

か。

・プロジェクトのアプロー は の手 として で たか。

・ 動対 の は か。

・ （参 ） 関の は か。

→ PICRC は 2000 年に 資金 で 、 プロ「PICRC 化プロジェクト」(2002 2006 年)、 プロ「サンゴ礁モニタリ

ング プロジェクト」（2009 2012 年）

・ 報告書・ 報告書

・パラオ 研 インタ ュー・

・ 研 インタ ュー

・パラオ関 関インタ ュー

1.4 手国 の の

方 と しているか。

・ （2015 年 2 月 議 ）との

・対パラオ国別 方 （2012 年 5 月）、 業 計画の の の の 。

・ 調査

2. 
（成果と ）

2.1 成果 1 の   → 報データ ース の （ ） と、プロジェクト の ・管理 議。

→ 生 リストのための基 管理シス ムの の （ ） と、プロジェクト の ・管理 議。

→ 「 と海 の関連 」に る研 の の計画 。

・ 報告書・ 報告書

・パラオ 研 インタ ュー・

・ 研 インタ ュー

2.2 成果 2 の → レ ューによる「タスクフ ース 」について、 科学・ 会科学の によるサンゴ礁の 管理に

する方法 の 況について 。

2.3 成果 3 の （別途、成果グリッドに現 の と までの 理）

2.4 成果 4 の → P （ 局、 に いて PA 管理している州政 ）の管理 に て、 の 成計

画について 。

2.5 成果 5 の → 研 成果から国 政策 の提言までのス ジュール し、 現に た 果 なアプロー 議

2.6 プロジェクト

成 る は る

か。

・ りの で の 動 、 成果 成 る は るか。

→ R は、2013 年 2 月 14 名。国際 研 は、2013 年 4 月 1 2018 年 3 月 31 （5 年 ）

→ プロジェクト の 成は成果 5 の に り、 に て 科学分野と 会科学分野の プロセス 明らかに

する 。プロジェクト て成 る政策提言オプシ ンは、生 学 でな 、観光 業、 学 か

らのアプロー も り ものとなる 。

・PDM のプロジェクト （ 動・成果・ ）に、現時 で、修 ・変 の は るか。

・PDM の ・成果レ ルの は、プロジェクト 時の成果 よ 測 るよ に ているか。

・SATREPS プログラムに る JICA の観 （ 化、 成、 ニー の ）、JSTの観 （科学 の 、

会 ）からの 業 果・ は めるか（ またはインパクト）。

・ 報告書・ 報告書

・パラオ 研 インタ ュー・

・ 研 インタ ュー

・パラオ関 関インタ ュー

2.7 レ ューでの提

言 の対 況

・ レ ュー報告書での提言

→   科学グループと 会科学グループ の プロセスの 。

2) 科学グループ に る プロセス する。

  3) 1) よ 2)の 現のため、 に たタスクフ ース・ ーム 成する。

  4) に たプロセス（コンセプト・アイデア） 化する。

5) 政 計画 のプロジェクト研 成果の提 ・ （ス ーク ル ーとの調 、 し ）

6) と海 の関連 にかかる研 について 理・説明

・ レ ュー報告書

・パラオ 研 インタ ュー・

・ 研 インタ ュー

3. 
（ プロセス）

3.1 プロジェクトの計画

（PDM）は関 で

・プロジェクト の PDM の ・ の 。

・PDM は、プロジェクトの計画として関 の にどの 明 に ているか。

・パラオ 研 インタ ュー・

・ 研 インタ ュー
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・ ているか。 ・ 動計画（PO）と 際の 動の に な は るか、 る場 は の 。

3.2 R/D に た

入は ら

ているか。

・JCC 会議の よ 果にかかる M/M（または議 ）の 。

→ 1 JCC、 2 JCC、 3 JCC、 4 、 5
・ 手国 の研 の ・参 、プロジェクト 動 の 出、 の提 の 況

・ の研 の 、 、 の提 （ ・管理）、現 動 の

（別途、 入に る資料に 理）

・ 報告書・ 報告書

・パラオ 研 インタ ュー・

・ 研 インタ ュー

3.3 ・ 手国 の

研 、 よ 研

グループ のコミュニ

ーシ ンは 分か。

・JCC 会議 外にプロジェクトの ・調 のための内 の 況。

→ PICRC と によるプロジェクト月 会議 し、 。

・Web サイト・ニュースレター・パンフレット によるプロジェクト 報の 況。

・研 グループ のコミュニ ーシ ンは して たか。

・パラオ 研 インタ ュー・

・ 研 インタ ュー

3.4 プロジェクトの現時

までの ・

。

・PDM に の外 の 現は たか。

→ 「PICRC の 」については、 国との 連 （コンパクト）に基 政 2024 年まで 。

・ レ ューで の ・

（ ）C/P のオーナーシップとコミットメント、月 会議による 報

（ ）プロジェクト は 会科学分野 する研 のアサインメント な 、 の 動 の 。

・ の で す ・ （計画に関する と・ プロセスに関する と）。

・パラオ 研 インタ ュー・

・ 研 インタ ュー

4. インパクト 4.1 はプロジェク

ト 3 5 年での

成 めるか。

・ の は、 も めて、現時 でも か。

・ の 成に た のりは るか。 のための 動は ているか。

→ の 成には、プロジェクト 成果 5 の 成 、 のためには 科学グループと 会科学グル

ープの プロセス 明 化 る 。

→ パラオ政 のプロジェクト成果の に関し、 する での現 の 出し、戦略 かつ 果 なアプロー

について 議

→ 政策提言・ に な関 の理 に て、 のパラオ国内外での研 成果の 計画について し、

果 な 動について関 で 。

・プロジェクト・サイトから のプロジェクト 果の する り は か ているか。

・ 報告書・ 報告書

・パラオ 研 インタ ュー・

・ 研 インタ ュー

・パラオ関 関インタ ュー

4.2 外の

るポジ ィブ（また

はネ ィブ）なインパ

クトは か るか。

・ポジ ィブ・ネ ィブなインパクトの （ に 、環境 、ジェン ー の ）。

→ PCCにパラオ の ・研 た。またプロジェクト 、PCCから10名 の学生 プアシ

スタントとして DNA 析などで参 して り（現 は 5 名 プロジェクトと ）、 で た ・ PCC Step-Up 
Program で、Palau High School の学生に 。

→ プロジェクトの「Green Fins」 のインプット・ について し、プロジェクト 、 に対する成果の

方法 議

→ からのストレス（ 出、 水 出） の対 と ている とにつ 、現場 ・ 議 、

形成に た の 出と の

・プロジェクト 動 外での現 国内・ 国に る関連 ・セミナー の出 ・ 。

・ 国 関 化、 業／ の参入 とい た の 。

・パラオ 研 インタ ュー・

・ 研 インタ ュー

・パラオ関 関インタ ュー

4.3 のプロジェクトとの

または の は

るか。

・ の関連 JICA プロジェクトとの 報 は か るか。

→ 年海外 との連 により、PICRC 水 の説明モニターの 作 現した。

・国連 関・ 国の 関による関連 動 プロジェクトとの連 報 は るか。

・パラオ 研 インタ ュー・

・ 研 インタ ュー

5. 5.1 政策・ の観 から

の は ている

か。

・政 の環境 に関する り 変化するよ な は るか（ も政策 からの は る

は るか）。

・プロジェクト の よ 、 らには の 成に た政 の ・コミットメントは で るか（計画・ 書

での言 、関連会議の 言内 、 による 動の など）

・プロジェクト 動の ・ に て、関 関と な り め（ 関 MoU など） する はないか。

・パラオ 研 インタ ュー・

・ 研 インタ ュー

・パラオ関 関インタ ュー

5.2 してい た

めの ・ は

分か。

・ も、 関は 果 してい ための （ 配 、業 など） しているか。

→ 科学と 会科学の タスクフ ースにより政策提言 の調 めら ていると 、プロジェクト も タ

スクフ ース る 提 。

・ として の は るか。C/P の 形態にパーマネント、 ンポラリーの別は るか。

→ プロジェクトに参 しているのは、PICRC の研 。

  → 研修に参 した のプロジェクト の 成の よ について 。

・パラオ 研 インタ ュー・

・ 研 インタ ュー

・パラオ関 関インタ ュー
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注 1）「 グリッド（ ）」は、「JICA 業 イドライン（ 2 、2014 年 5 月）」、「JICA 業 ハンドブック（Version 1、2015 年 8 月）」に て作成。

注 2）ハイライトは、2017 年 8 月 29 の対処方 会議に いて、 議 ・ として説明の たもの。

5.3 政 からの

の しは るか。

・プロジェクト の の 、また の に た は ら ているか。

→ 年 に基 、研 スタッフ、 、 に 配 。

→ 政 外の収入 に た収入の 化（ 水 の による入場料収 の 、外 研

の 料 の に 手）。

・ の 成に た の 計画、 のための 計画は るか。

・国連・国際 関からの または の 。

・パラオ 研 インタ ュー・

・ 研 インタ ュー

・パラオ関 関インタ ュー

5.4 からの

は めるか。

・ の な は めるか。

  → プロジェクト の研 、 の研 （ 研 ）について

→ 観光学 環境 学とい た 会科学系はパラオにとり しい分野で、調査分析手法の の

める と めら る。

・ の な は めるか（ 関、 、 、 管理 よ 計画は か）。

→ PICRC の収入 の一つで るレンタル 室ス ース ていた とから、1) 分 生 学分野の研 資 に

ついては、PCC の 室（学生 にも ）に 、 らに 2) ス ースの により PICRC のラ ス ー

ス 。

・プロジェクト 外で、カウンターパート ・ アップデートする研修 会 は るか。

・パラオ 研 インタ ュー・

・ 研 インタ ュー

・パラオ関 関インタ ュー
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10: 成果グリッド（ の 成 ）
2017 9 時

時 調査時 （2017 年 9 月）での アセスメント

プロジェクトの成果 、パラオに

るサンゴ礁 生態系の

管理に る政策の ・ に

る。

a. プロジェクト 提 した政策 パラオ政

の気候変動 策の一環として

る。

・ なス ーク ル ー、関 関 する 。候 としては PAN（ 区ネットワーク） 。 成

プロジェクト

パラオに るサンゴ礁 生態

系についての研

な 管理 化 る。

a. パラオ により、モニタリング に

る。

分 に 成

b. プロジェクトで た 報データ ース

、関 関の に て に管理

、 る。

・ 報データ ースは 分 に 成した 、WEB た は 現していない。シス ム の

と、研 ていない とによる。

成

c. 観光、 、生態系管理に基

なパラオ 会のための な政策オプシ

ン 、パラオ政 の気候変動 策として提

る。

・ 2017 年 7 月 7 に PICRC にて「Science and Policy: Dialogue with OEK Members」 、16 名の

議 （House of Delegation から 13 名、Senateから 3 名） 参 した。OEK と PICRC の で、科学研 に

基 海洋資 の ・ にかかる政策 の策 に た 書 名 た。

成

成果

1. サンゴ礁 生態系・海洋環

境に関する なモニタリン

グに な科学 データシス

ム 理 る。

a. 1.5 年までに、 海 の 報デー

タ ース HP にて ・ 、関

関の政策 る（ター ットサイト：3 カ
）。

（生 変動グループ）サンゴ礁

・15 に る 水調査により、永久方形区（3.5m×3.5m） 3基 し、水 デジタル により、

サンゴ 生生 ・ 報として した。 て、 での （15m×5 ）調査に

よる 集（ ・サイ ）調査 した。また、 に水 ロ ー し、水 変化

して している。

・ の方形区の画 り 処理、画 分析、データ入 、 調査 でのサンゴ （ ）

の 成、サンゴ 、 などの 報 明らかとな た。 方形区内の画 データは、デー

タ ースとして ・ してい 。

分 に 成

b. 2 年までに、生 リストのための基

データ管理シス ム ・ る。

（生 グループ）

1) 2017 年 1 月より、 、パラオ （ 39 ）のサンゴ礁から ・内 生 し、 として

する作業 した。 、next-generation sequencing 方法で 基配 し 析 。ま

た、 データの基 生 データ ース（生 リスト） についても、

2) らに、フタモ イ な り の から し、集 析 た 果、 に 2
（Ngechesar、Nikko 湾）に いて な ら た。

分 に 成

c. 1.5 年までに、環境ストレス

PICRC に る。

（環境変動グループ）水

1) パラオ 22 ヶ の と 8m より、 に いて基 な水 環境データ し、海

水 料は て分析 した。 の 果、 ての で環境基 内に収ま ている と、パラオ

のサンゴ礁環境は 3 ヶ に 別出 る と 明らかとな た。

2) パラオ 海 に る 化学環境動態の計測により、パラオ り 外洋海水は 気 の CO2

の に し、 に 化 ている と、また、コロール州 Nikko 湾に る 化学環境の

により、水 CO2 いにも関 ら な生 生 する な環境 る と た。

3) コロール州Malakal湾の 水処理 からの 水 出による湾内 の のため、 34 より

海水の 水・分析、湾内 9 ヶ で ントス 集調査とオニヒトデの 調査 た。また、バ

ル オブ で しつつ るアイライ州 Ngerikill 対 に、 から海 の 入

による た。

4) バ ル オブ 海 の Melekeok 州サンゴ礁 対 とした ・ の 出、

の と海 の による の変化 測、 のために なサンゴの とサンゴ礁の の

、対策 の提 、 までの 果はパラオ 研 と で国際 に た。

・ 1)に関連し、水 環境の測 関連 ・分析 、 料の処理に な は、先方

成

－
49

－



し 。 2)についても、 化、 化 シス ム PICRC に し、 外・ 内での に

関連する 、 関連シス ムも先方 の し 。

d. 2.5 年までに、サンゴ礁生 モニタリン

グ・プロトコル 国内で配布・ る。

・PICRC によるサンゴモニタリング 査 て ている。

・ レ ュー で方形区調査・ 調査の マニュアル 成（生 変動グループ）。

・ なデータ 析方法（ データの処理）についてのマニュアル 作成（生 変動グループ）。

成

e. 5 年までに、 データ ース

・ る。

・ データ ースは 成している 、 は関連内 に 。 成

2. 科学 ・ 会科学 な分

析 、気候変動

に るサンゴ礁 生態

系の な 管理に資す

る ・ 出 る。

a. 4 年までに、研 成果 国内・国

際学会、国際 で成果報告 る（ な と

も 動 1 ）。

（サンゴ礁 生態系サー スグループ） 会科学 動 1.9
1) 観光・環境・漁業に関する 調査（2014 年 ）： 国 で 1283 の調査 収し、 の

PICRC にて入 作業 。 果は クニカル・レポートとして 2017 年 に 。

2) サンゴ礁の ：2016 年 11~12 月にか て「CVM（ 法）」 いた

の 調査 し、 果については 2017 年 7 月の国際 学会 会には 。また「

法」 いて、（ 研 の調査・分析 果に基 ）Melekeok 州サンゴ礁の の と

しての で 計 。

3) 観光に関する ：観光 の による 、アン ート調査では、パラオ に

1,547 のアン ート調査 配布し、1,064 のデータ 集計・分析。 果については 2016年 6月ナポリ

の国際学会で 、2017 年 3 月パラオの「Green Fins Workshop」で 。現 、 クニカル・レポート

成 。

4) リング・ パシ ィ：2017 年 3 月からアン ート調査 配布。

（ グループ）

シンポジウム「Integrated Discussion on the Connectivity Between Nature and Human Society」（2014 年 3
月、PCC） 。

フ ローアップシンポジウム「Connectivity between mangrove and coral reef ecosystems with reference to 
their ecosystem services」（2014 年 11 月）の 。

・ レ ュー調査時 までに 8 の研 成果に関する ・書 。 方、サンゴ礁生態系の

な 管理に資する方法 についてはとりまとめら ていない。

分 に 成

3. サンゴ礁 生態系の

生 と生態系サー ス

に対する の理 る。

a. 1 年 に、プロジェクト 動に関する

との 画 る。

（ グループ）

・ ポスター3 セット 作成。水 の説明 タッ パネルに 。

サンゴ礁、マングローブ、 、海 などの生態系サー スに関する 書 の 。

は、現 生・ 学生の イドブックとして配布 。

成

b. 2.5 年までに、 としたレ

ク ー・シリー ワークシ ップ 、1 
る。

（ 成グループ）

1) 州政 対 研修「Ecological Monitoring of MPSs」（2014 年 8 月 11~22 ）：PAN サイト している

10 州から 10 名の 参 。

2) PANコーディネータ（2014年11月 20~21 ）：PANサイト している 11州から 16名の 、

PAN コーディネータ 参 。また には PAN サイト する 4 州から州 ・州 理 出

。ワークシ ップの「Proceedings」「Summary Report」 作成。

3) アイライ州サンゴ礁モニタリング現 研修（2016年 2月 8~17 ）：アイライ州 、PAN 関 、

PCS、PCC、PICRC 10 名 参 。

4) コロール州 PAN 生態系モニタリング研修（2017 年 2 月 7 ）：コロール州 、PAN 関 、

PICRC 15 名 参 。

5) サンゴ礁 ワークシ ップ（2016 年 3 月 3~4 ）：PAN 局、EQPB、コロール州政 、PCS
の政 関 よ NGO 対 し、 と に る のロードマップ 作成。

成

4. サンゴ礁 生態系の に

な ・

、 成 る。

a. 3 年までに、PICRC スタッフにより、分

生 学 ・生理学 プロトコル

作成・ る。

・ の 方法・ 料の処理方法、海水化学環境の野外観測／海水分析手法 まとめた説明資料

作成（環境変動グループ）

・

分 に 成
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b. プロジェクト 内に、PICRC スタッフ作成

の 、査 国際学 に1 
理 る。

・ の 2 国際 に （ 手国研 ームとの ）
1) Tsuchiya M, Mimura I, Yano Y, Oldiais NW, Golbuu, Y, Fujita Y. and Miyakuni K. Mangrove forest 

cosystem services with reference to the transportation of organic materials to coral reefs: A 
preliminary study in Palau. In; Marine productivity: Disturbance and resilience of costal 
soci-ecosystemse, Hubert J. Ceccaidi et al. ed., Springer. in press（2014 年 ）

2) Golbuu Y, Gouezo M, Kurihara H, Rehm L, Wolanski E (2016) Long-term isolation and local 
adaptation in Palau's Nikko Bay help corals thrive in acidic waters. Coral Reefs 35, 909-918 （2016
年 ）

（ 研修）

・2013 年 9 月 2016 年 3 月まで、PICRC リサー ー1 名（Mr.Victor） 学（生 グルー

プ研 室）に し、修 。

・2016 年 4 月より、PICRC リサー ー1 名（Ms.Evelyn） 学（環境変動グループ研 室）に修

学生として し、コロール州 Malakal 湾の な調査 して水 環境の測 ・分析、データ 析

。

成

5. サンゴ礁 生態系の に

資する政策提言 る。

a. プロジェクト 内に、サンゴ礁 生態系

の 環境ストレス基 作成 る。

・ 研 成果の 化と して、 研 ーマ 一 に 説した「Technical Report」として りま

とめ、 年 にプロジェクトの な報告書として 成 。

成

b. 4 年までに、気候変動環境

した についての 策の提 書

作成 る。

・ 「Technical Report」の 成 、政策提言にかかる 分 りまとめて「政策 サマリー」 作成

し、関 一 のコメント・議 いな ら年 に 成。

Green Fin ワークシ ップ（2017 年 3 月 1~3 ）：プロジェクト、PCS、Reef-World Foundation（ 国 NGO）

の で、 資 環境観光 観光 （Bureau of Tourism）、パラオ観光局（Palau Visitors 
Authority）、コロール州政 、 イ ングシ ップ の環境業 など 50 名 参 。

（Reef-Word Foundation の 3 名 、2017 年 8~9 月に、コロール州会議室で 2 となるワークシ ップ

した 、 についてはプロジェクトとしての関 はなか た。）

成

c. プロジェクト 内に、観光、 、生態系管

理に基 なパラオ 会のための

な政策オプシ ン 、パラオ政 の気

候変動 策の一環として作成 る。

・ 「Technical Report」の 成 、政策提言にかかる 分 りまとめて「政策 サマリー」 作成

し、関 一 のコメント・議 いな ら年 に 成。 の 、政策提言の グ ク ィブサ

マリーとして MNRET の報告 す。

成

注）プロジェクト「 」については PDM（ver. 20150831）。

－
51

－





収集・参照資料一覧

分野 資料名 入手先

1. 関連する計

画・政策など

1-1. PICRC 5 ヶ年戦略計画 2013-2017 PICRC ヒアリング時（9/12）に入手

1-2. PAN 現況報告書 2003-2015 PAN 基金ヒアリング時（9/18）にハードコピーで入手

1-3. パラオ PAN 戦略計画 2016-2020 PAN 基金ヒアリング時（9/18）に入手

1-4. ロック・アイランド・サザン・ラグーン管理計画 2012-2016 コロール州ヒアリング時（9/18）に入手

1-5. パラオ観光政策フレームワーク 2017-2021 観光局ヒアリング時（9/19）に入手

1-6. パラオ気候変動政策 2015 気候変動室ヒアリング時（9/20）にハードコピーで入手

1-7. アイライ州海洋生態系モニタリング計画（2/17/2016） Airai 州ヒアリング時（9/21）にハードコピーで入手

1-8. 国際サンゴ礁シンポジウム（ICRS）2016 アブストラクト集 報告書作成のためインターネットより入手

2. プロジェクト

作成資料

2-1. PAN コーディネータ研修（2014 年 11 月）プロシーディングス プロジェクトより入手

2-2. PAN コーディネータ研修（2014 年 11 月）サマリーレポート プロジェクトより入手

2-3. サンゴ礁モニタリング・プロトコル プロジェクトより入手

2-4. 永久方形区イメージ処理マニュアル プロジェクトより入手

2-5. 海水化学環境の野外観測／海水分析手法のプロトコル・説

明資料

プロジェクトよりハードコピーで入手

2-6. 「科学と政策：OEK メンバーとの対話」会議（2017/7/7）配布

資料

PICRC ヒアリング時（9/14）にハードコピーで入手

2-7. パラオの内湾漁業管理（2017 年 3 月）（成果 5 にかかるロー

カルコンサルタントによる調査報告書）

プロジェクトより入手

2-8. P-CoRIE セミナー「政策提言サマリー」（2017/9/28） セミナー会場（9/28）にてハードコピーで入手

注）「ハードコピー」については、先方からハードコピーにより入手したもので、別途にまとめて提出。

1

－ 53 －



 



 



独立行政法人国際協力機構独立行政法人国際協力機構

地球環境部地球環境部

平成29平成29年10年10月

（2017年）（2017年）

環境環境

ＪＲ

1717-145145

平
成
平
成
2929
年
1010
月

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

パラオ国パラオ国

サンゴ礁島嶼系における気候変動による危機サンゴ礁島嶼系における気候変動による危機

とその対策プロジェクトとその対策プロジェクト

（科学技術協力）（科学技術協力）

終了時評価調査報告書終了時評価調査報告書

パ
ラ
オ
国
サ
ン
ゴ
礁
島
嶼
系
に
お
け
る
気
候
変
動
に
よ
る
危
機
と
そ
の
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
科
学
技
術
協
力
）
終
了
時
評
価
調
査
報
告
書

パ
ラ
オ
国
サ
ン
ゴ
礁
島
嶼
系
に
お
け
る
気
候
変
動
に
よ
る
危
機
と
そ
の
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
科
学
技
術
協
力
）
終
了
時
評
価
調
査
報
告
書


	表紙
	目次
	地図
	現地調査写真
	略語表
	第1章 合同終了時評価調査の概要
	第2章 プロジェクトの実績
	第3章 評価5 項目に基づくレビュー
	第4章 結論と提言
	添付資料



